
佐渡市地産地消フェスタ2013 
スイーツコンテスト販売会
　11月17日㈰、佐和田体育館で佐渡市地産地消フェスタと佐渡まるご
とふれあい市が開催され、佐渡産の食材などを求めて多くの人でにぎわ
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長い列ができ、用意されたオリジナルスイーツは瞬く間に完売しました。
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決　算　報　告財政事情の公表       
平成２４年度  

　市では毎年２回、財政事情を公表しています。これは、地方自治法および市条例に基づき、市の収支状況や市債残高
などを皆さんに知っていただくためのもので、今回は平成24年度決算についてお知らせします。

◆一般会計
　一般会計の決算額は、歳入が 513 億 3,059 万円で、前年度に比べ 19億 4,013 万円の減、歳出は 487 億 7,588
万円で、前年度に比べ 22億 5,261 万円の減となりました。厳しい財政状況のもと歳出のより効率的な執行に努
めた結果、歳入歳出差引収支は、25億 5,471 万円の黒字決算となりました。

◆歳入決算額：513 億 3,059 万円	 （単位：万円）
区　　　分 決算額 構成比

市 税 547,373 10.7%
地 方 譲 与 税 52,358 1.0%
利 子 割 交 付 金 1,439 0.0%
配 当 割 交 付 金 858 0.0%
株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 210 0.0%
地 方 消 費 税 交 付 金 58,946 1.2%
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 211 0.0%
自 動 車 取 得 税 交 付 金 14,392 0.3%
国有提供施設等所在市町村助成交付金 2,216 0.0%
地 方 特 例 交 付 金 1,130 0.0%
地 方 交 付 税 2,349,873 45.8%
交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 896 0.0%
分 担 金 及 び 負 担 金 38,604 0.8%
使 用 料 及 び 手 数 料 76,647 1.5%
国 庫 支 出 金 410,770 8.0%
県 支 出 金 336,127 6.5%
財 産 収 入 20,910 0.4%
寄 附 金 3,344 0.1%
繰 入 金 74,240 1.4%
繰 越 金 224,223 4.4%
諸 収 入 170,442 3.3%
市 債 747,850 14.6%

計 5,133,059 100.0%

◆歳出決算額：487億7,588万円 
目的別内訳	 （単位：万円）

区　　　分 決算額 構成比
議 会 費 21,314 0.4%
総 務 費 737,619 15.1%
民 生 費 964,799 19.8%
衛 生 費 467,711 9.6%
労 働 費 4,925 0.1%
農 林 水 産 業 費 374,692 7.7%
商 工 費 177,454 3.6%
土 木 費 428,380 8.8%
消 防 費 183,775 3.8%
教 育 費 731,281 15.0%
災 害 復 旧 費 74,662 1.5%
公 債 費 710,976 14.6%

計 4,877,588 100.0%

性質別内訳	 （単位：万円）
区　　　分 決算額 構成比

人 件 費 775,699 15.9%
物 件 費 576,309 11.8%
維 持 補 修 費 67,332 1.4%
扶 助 費 397,608 8.1%
補 助 費 等 399,572 8.2%
公 債 費 725,976 14.9%
投資及び出資金・貸付金 125,347 2.6%
繰 出 金 489,697 10.0%
積 立 金 178,304 3.7%
普通建設事業費 1,067,082 21.9%
災害復旧事業費 74,662 1.5%

計 4,877,588 100.0%

◆市税の内訳

《性質別分類》
・人件費	…………… 職員給料のほか、議員や非常勤特別職の報酬などに使われたお金
・物件費	…………… 臨時職員の賃金や各施設の維持管理などに使われたお金
・扶助費	…………… 生活保護など社会保障に使われたお金
・補助費等	………… 補助金・負担金などに使われたお金
・繰出金	…………… 特別会計などに繰り出したお金
・普通建設事業費	… 道路・学校・公共施設などの整備に使われたお金

◆市民一人あたりにこのくらいのお金が使われました（平成25年3月31日現在の人口61,325人で計算しています。）
★議会費 ★総務費 ★民生費 ★衛生費 ★農林水産業費

議会の運営に使われ
たお金

行政の運営や市税の
徴収、広報発行などに
使われたお金

高齢者、障がい者福
祉や子育て支援の充
実などに使われたお金

ごみ処理や保健事業な
どに使われたお金

農林水産業の振興など
に使われたお金

3,476 円 120,280 円 157,326 円 76,268 円 61,099 円
★商工費 ★土木費 ★消防費 ★教育費 ★公債費

商工業や観光の振興
に使われたお金

道路や住宅の整備など
に使われたお金

防災や救助活動などに
使われたお金

学校教育の充実や生
涯学習の推進などに使
われたお金

市の借金返済のために
使われたお金

28,937 円 69,854 円 29,967 円 119,247 円 115,936 円

入湯税 4,910万円 0.9%市たばこ税
3億9,105万円 7.1%
軽自動車税
2億804万円
3.8%

固定資産税
25億9,443万円
47.4%

市民税
22億3,111万円
40.8%
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◆特別会計
　特別会計は、特定の事業を
行う場合に一般会計と区分し
て経理する会計で、国民健康
保険特別会計など 12 会計が
あります。

（単位：万円）
会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 翌年度繰越財源 差引残額

国 民 健 康 保 険 732,519 723,677 0 8,842
後期高齢者医療 71,571 70,429 0 1,142
介 護 保 険 783,609 767,838 0 15,771
簡 易 水 道 110,076 102,270 3,034 4,772
下 水 道 306,451 298,741 1,306 6,404
ケーブルテレビ 25,074 24,474 0 600
歌 代 の 里 48,069 47,787 0 282
す こ や か 両 津 58,870 58,411 0 459
五 十 里 財 産 区 42 42 0 0
二 宮 財 産 区 350 350 0 0
新 畑 野 財 産 区 594 535 0 59
真 野 財 産 区 353 333 0 20

◆平成 24 年度に取り組んだ主な事業と成果
区分 項　　　目 決算額

総務費

◆防災対策事業
　自主防災組織育成のため、自主防災会に資機材
購入および活動に対する補助金を交付しました。

4,259万円

◆世界遺産登録推進事業
　世界遺産登録の候補となる町並みを保存するた
め、歴史的建造物の修復および活用に対する補助
金を交付しました。

2,379万円

民生費
◆地域生活支援事業
　障がい者に対して活動の場を提供し、社会との
交流促進を図りました。成年後見制度の普及啓発
により、安心して生活できる環境を整備しました。

5,029万円

衛生費

◆子どもの医療費助成事業
　小学校卒業までであった対象年齢について、平
成 24年 9月から中学校卒業までに拡大しました。

9,527万円

◆トキふれあい施設事業
　ときふれあいプラザのオープンにあたり、関係
機関と実行委員会を組織して式典・イベント・情
報発信等を実施しました。

2,686万円

農林水
産業費

◆地産地消推進事業
　生産者と消費者を結びつける事業として地産地
消フェスタを開催しました。その中で製作したス
イーツが商品化、販売されました。

1,190万円

◆島内産材流通拡大支援事業
　佐渡産木材を使う住宅の新築、増改築や島外移
出等に対して支援を行い、流通拡大を図りました。

937万円

商工費

◆企業支援対策事業
　第二創業化を推進するためのセミナーを開催し、
新事業展開等に向けた取組みを支援しました。人
材確保のためにインターンシップ事業を実施しま
した。

1,736万円

◆ GIAHS 観光誘客促進事業
　世界農業遺産「GIAHS」認定を記念して、家族
旅行で来島する親子に佐渡汽船の航送券を配布し、
GIAHS 認定の PRとともに誘客を行いました。

3,523万円

土木費

◆道路橋りょう改良舗装事業
　周辺地域から中心市街地への所要時間短縮およ
び生活関連道路の安全性・利便性の向上を図りま
した。測量委託や道路改良舗装工事等を実施しま
した。

3億　　　
1,099万円

消防費
◆救急救命対策事業
　救急需要の増加・多様化、救急医療の高度化に
対応するため、救急救命士を育成するとともに、
知識・技術を向上させる体制の整備を図りました。

521万円

教育費
◆総合教育センター事業
　教職員の指導力向上のため研修・検査を行いま
した。不登校・いじめ等の対策として、訪問指導
や適応指導教室を実施しました。

1,677万円

◆市債の現在高
　市債は、市が大きな事業を実施した時に借り入れ
たお金で、市の借金にあたります。	 （単位：万円）

会　計　名 平成24年度末現在高
一 　 般 　 会 　 計 5,616,204

特別会計

簡 易 水 道 452,445
下 水 道 2,393,826
ケーブルテレビ 21,240
すこやか両津 70,699

公営企業
会計

水 道 事 業 1,089,742
病 院 事 業 20,666

◆市有財産の内容
　庁舎、保育園、小・中学校などの建物や土地、市
の貯金にあたる基金などの状況は次のとおりです。

区分 平成 24 年度末現在高
▽土　　地 73,491,151	㎡
▽建　　物 542,866	㎡
▽山　　林 61,775,132	㎡
▽有価証券 6,708	万円
▽各基金計 2,141,027	万円

※	基金は、ある目的のために積立て、準備しておく資金のこと
で、「教育文化振興基金」、「トキ環境整備基金」などの基金
があります。

◆公営企業会計
　公営企業会計は、民間企業と同じような経営をし
ている事業で、水道事業会計、病院事業会計があり
ます。

○水道事業会計	 （単位：万円）
区分 決算額

収益的 収　入 155,290
支　出 126,641

資本的 収　入 106,031
支　出 168,876

○病院事業会計	 （単位：万円）
区分 決算額

収益的 収　入 240,939
支　出 235,585

資本的 収　入 13,953
支　出 18,247
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調
理
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、
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。

　

約
10
㎏
の

寒
ブ
リ
が
見

事
な
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さ
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あ
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い
う
間
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姿
を
変
え
て
い
く
様
子
に
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多
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ブ
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の
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振
る
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、
あ
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と
い
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間
に
完
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さ
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ま
し
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。
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さ
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。
ま
た
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ウ
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ン
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ウ
の
旬
』
は
２
月

①西三川りんごとおけさ柿のシャルロット
②さつまいものパウンドケーキ
③さつまいものロールケーキ

①
②

③
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平成24年度における情報公開実施状況等について
　佐渡市情報公開条例第 19条および佐渡市個人情報保護条例第 36条の規定により、平成 24年度におけ
る情報公開実施状況および個人情報保護制度運用状況について、次のとおり公表します。

３　個人情報業務の登録について
　	　佐渡市個人情報保護条例第７条の規定により、市が住民の個人情報を取得する事務を行うときは、佐渡市個人情報保護
制度審議会（以下「審議会」という。）に諮問し、その答申に基づき、個人情報業務を登録することになっています。

　⑴ 平成 24 年度の審議会の開催状況
	 平成 24 年５月 17日	………… 委員７名により審議	
	 平成 24年７月６日	…………… 委員６名により審議
	 平成 24年 11月 21日	 ……… 委員５名により審議	

⑵ 平成 24 年度の個人情報業務の登録状況
　 	平成 24年度に審議会からの答申（承認）を受け、登録し
た個人情報業務は、次表のとおりでした。

事務の名称 担当課 登録日
トキのヒナ愛称募集事務 農林水産課 平成 24年５月 11日新規登録
ジオパークロゴマーク募集事務 農林水産課 平成 24年５月 17日新規登録
佐渡市奨学金事務 学校教育課 平成 24年５月 17日新規登録
学校統合事務 学校教育課 平成 24年５月 17日新規登録
人・農地プラン推進事務 農林水産課 平成 24年５月 17日新規登録

農家基本台帳事務 農業委員会 平成 24年５月 17日変更登録
※農業委員会の農家基本台帳の情報を農林水産課が利用することに関する登録内容の変更

佐渡市緊急情報伝達システム事務 総 務 課 平成 24年７月６日新規登録
定住促進事業事務 地域振興課 平成 24年７月６日新規登録
両津港埠頭地区開発事業事務 地域振興課 平成 24年７月６日新規登録
佐渡地域医療連携事務 市民生活課 平成 24年７月６日新規登録
「トキふれあい施設」及び「トキ野生復帰シン
ボルデザイン着ぐるみ」の愛称募集事務 農林水産課 平成 24年 11月 21日新規登録

１　情報公開請求の状況
実施機関名 請求件数 決定状況

全部公開 部分公開 非公開
市 長 部 局 ３５件 １８件 １６件 １件
教育委員会 ３件 １件 １件 １件
監査委員会 １件 １件
農業委員会 １件 １件
消 防 １件 １件

計 ４１件 ２０件 １９件 ２件

２　自己情報の開示請求の状況
実施機関名 請求件数 決定状況

全部開示 部分開示 不開示
市 長 部 局 ２９件 ２４件 ２件 ３件
農業委員会 １件 １件
消 防 １件 １件

計 ３１件 ２５件 ３件 ３件

 税務署からのお知らせ  公的年金等を受給されている方へ 
     お問い合わせ　佐渡税務署　個人課税部門　☎７４－３２７６（自動音声案内「２」を選択）

　公的年金等の収入金額の合計額が 400 万円以下（※１）で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額（※２）

が 20 万円以下である場合には、所得税および復興特別所得税の確定申告をする必要はありません。
■	この場合であっても、所得税および復興特別所得税の還付を受けるためには、確定申告書を提出する必
要があります。
■	所得税および復興特別所得税の確定申告が必要ない場合であっても、住民税の申告が必要な場合があります。
※１　複数から受給されている場合は、その合計額です。
※２　「公的年金等に係る雑所得以外の所得」で主なものの所得金額の計算方法は、次表のとおりです。

所得の種類 所得の内容 所得金額の計算方法

給与所得 給与・賞与、パート収入など
給与等の収入金額－給与所得控除
なお、給与等の収入金額が85万円を超える場合には、所
得金額は20万円を超えることになります。

雑所得（公的年金等以外） 個人年金、原稿料など 総収入金額－必要経費
配当所得
※	上場株式等に係る配当所得の申告不
要制度を選択した場合は除きます。

株式や出資の配当など 収入金額－株式などの元本取得に要した負債の利子

一時所得 生命保険の満期返戻金など （総収入金額－収入を得るために直接要した金額－特別
控除額（最高50万円））×１／２
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▍高額医療・高額介護合算制度のお知らせ
　高額医療・高額介護合算制度とは、１年間の医療費と介護サービス利用料の自己負担額が高額になった
方の負担を軽減することを目的とした制度です。
　平成 24年８月１日から平成 25年７月 31日までの世帯の自己負担合計額（高額療養費・高額介護サー
ビス費として支払われた部分を除いた合計額）が、表の自己負担限度額を超えた場合に、その超える部分
が支給されます。
※医療保険と介護保険の両方に自己負担額がある世帯が対象となります。

◆自己負担限度額
69 歳以下 70 ～ 74 歳 後期高齢者医療加入者

現役並み所得者（上位所得者） 126 万円 67万円 67万円

一般 67 万円 56万円 56万円

住民税非課税世帯
区分Ⅱ

34 万円
31万円 31万円

区分Ⅰ 19 万円 19万円

※	同一世帯であっても、同じ医療保険に加入していない方の自己負担額を合算することはできません。また、食事代や居住費などは
含みません。

◆申請手続き
○国民健康保険および後期高齢者医療加入者
　支給の対象となる方には、申請手続きのご案内を郵送します。
※ただし、平成 24年８月１日から平成 25年７月 31日までの間に、他市町村から転入された方がいる場合、
加入者が亡くなられた場合などには、申請手続きのご案内が郵送できない場合もありますので、支給の対
象になると思われる方は、市役所市民生活課までお問い合わせください。
○他の健康保険（協会けんぽなど）加入者
　申請はご加入の医療保険となりますが、介護サービス利用料の自己負担額証明書が必要ですので、市役
所高齢福祉課までお問い合わせください。
◆お問い合わせ先
　国保・後期高齢者医療加入者　　市役所市民生活課　国保係・年金係　☎６３－５１１２
　他の健康保険加入者　　　　　　市役所高齢福祉課　介護保険係　　　☎６３－３７９０

▍所得税・市民税にかかる 
「要介護認定者のおむつ代医療費控除」に 
　必要な証明書を交付します
　寝たきり（疾病により、おおむね６か月以上にわたり寝たきりで医師の治療を受けている）の方のおむ
つ代は、所得税・市民税の医療費控除の対象となります。
　確定申告の際に医療費控除を受けるためには、医師が発行する「おむつ使用証明書」と「おむつ代の領収書」
を添付する必要があります。
　現在、介護保険の要介護認定を受けており、次の①②の両方に該当する方には、市で「おむつ使用証明書」
に代わる証明書を交付します。
　①おむつ代の医療費控除を受けるのが２年目以降となる方
　②一定要件（主治医意見書において寝たきり、尿失禁がある）を満たす方
　なお、初めておむつ代の医療費控除を受ける方や、２年目以降でも一定要件を満たさない方は、医師が
発行する「おむつ使用証明書」が必要です。
　詳しくは、お問い合わせください。
証明書に関するお問い合わせ　　市役所高齢福祉課　介護保険係（本庁舎１階）☎６３－３７９０
　　　　　　　　　　　　　　　または各支所・行政サービスセンター　介護保険担当
確定申告に関するお問い合わせ　市役所税務課　市民税係（本庁舎１階）　　　☎６３－５１１０
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▍永安館の改築工事のお知らせと施設利用について
　昭和 42年に供用を開始した永安館は、老朽化が著しい状況から、関係地域の皆さまのご理解を得て、こ
のたび南佐渡地区の火葬場（三香苑）と統合し、現在の永安館敷地に改築を行うことになりました。
　新施設の概要は、鉄筋コンクリ－ト造り２階建、ダイオキシン類をはじめ環境基準を十分達成できる高
度な集じん装置を設けるとともに、緑豊かな周辺の環境に配慮した和風基調の施設設計となっています。
　また、現在の火葬施設を利用しながら改築工事を行い、新火葬炉を利用しての１次供用開始は平成 26年
12月、新しい待合室を含む全体供用開始は平成 27年９月を予定しています。
　なお、工事期間中は何かとご迷惑をお掛けしますが、施設利用については火葬場予約の際にお知らせし
ますので、ご理解とご協力をお願いします。

施設概要
敷地面積約 5,800㎡、延床面積約 1,057㎡、
火葬炉２炉、エントランスホ－ル、告別ホ－ル、
待合室３室、収骨室２室、駐車場

お問い合わせ
市役所環境対策課　環境対策係
☎６３－３１１３

▍所得税・市民税にかかる 
「障害者控除対象者認定書」を交付します
　65歳以上の方で、身体や日常生活の状況などが障がい者と同じ程度であると認められる場合は、身体障
害者手帳等の交付を受けていない方でも、所得税や市民税の障害者控除が適用されます。
　そのためには、市の認定が必要になります。認定を希望される方は、市役所高齢福祉課または各支所・
行政サービスセンターの高齢福祉担当窓口で申請してください。
　認定書の交付には１週間ほどかかりますので、交付を希望される方は、確定申告をされる前に早めに申
請してください。
　なお、申請の際には、印鑑を持参してください。
対象者の目安
　○　年齢が平成 25年 12月 31日現在で 65歳以上の方
　○　身体障害者手帳または療育手帳をお持ちでない方
　○　介護保険の認定を受けている方
※	なお、審査の結果、対象にならない方もいますので、ご了承ください。
※	一度認定書の交付を受けた方で、その後、状態に変わりのない方は、以
前交付された認定書をそのまま使用することができます。申告相談窓口
で認定書を提示し、状態に変わりがないことをお伝えください。

認定書申請に関するお問い合わせ
　市役所高齢福祉課　高齢福祉係（本庁舎１階）
　☎６３－３７９０
　または各支所・行政サービスセンター　高齢福祉担当
確定申告に関するお問い合わせ
　市役所税務課　市民税係（本庁舎１階）
　☎６３－５１１０

畑野商工会青年部 
イルミネーションのお知らせ 

HAPPY TIME PLACE

期間　平成 26年１月 11日㈯まで
時間　午後５時 30分～（予定）
※	天候により日時等に変更がある場合がありま
す。

場所　畑野行政サービスセンター
　　　入口　時計台周辺
内 容　時計台装飾、雪だるまとトナカ
イの装飾、手作りツリー装飾、流れ
星、アーチ型トンネル装飾等（予定）

お問い合わせ
　畑野商工会　☎６６－２４５８

永安館改築工事　完成イメージ図
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消費税の届出はお済みですか？
　新たに課税事業者になる方　
　個人事業者の方で、新たに課税事業者（消費税の申告・納付が必要な方）となる場合には、納税地の所
轄税務署長に「消費税課税事業者届出書」（基準期間用）を提出する必要があります。

平成 26 年分において課税事業者となる方
　平成 24年分（基準期間）の課税売上高が 1,000 万円を超えている場合には、平成 26年分は消費税の課
税事業者に該当します。

基準期間における課税売上高が 5,000 万円以下の方は、簡易課税制度を選択することができます。
　平成 26年分から簡易課税制度を適用して申告する方は、平成 25 年 12 月 31 日までに、納税地の所轄
税務署長に「消費税簡易課税制度選択届出書」を提出する必要があります。

　簡易課税制度とは　
　課税期間における課税売上げに係る消費税額に、事業区分に応じた「みなし仕入れ率」を掛けて計算し
た金額を課税仕入れ等に係る消費税額とみなして、納付する消費税額を計算する制度です。
　※簡易課税制度を選択された方は、事業を廃止した場合を除き、２年間以上継続した後でなければ選択
をやめることはできません。
　なお、選択をやめる場合には、やめようとする課税期間の開始の日の前日までに、納税地の所轄税務署
長に「消費税簡易課税制度選択不適用届出書」を提出する必要があります。

　注 意 事 項　
○　課税事業者の方は、消費税法に基づく帳簿の記載が必要です。
○	　一般課税で申告される方（簡易課税制度の適用を受けない方）は、課税仕入れ等の事実を記録した

帳簿及び請求書等の両方の保存がない場合、仕入税額控除の適用を受けることができません。

※			消費税の届出や、帳簿の記載方法等について詳しくお知りになりたい方は、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）をご覧いただ
くか、電話相談センターをご利用ください。電話相談センターのご利用は、所轄税務署へお電話いただき、自動音声にしたがって
番号「1」番を選択してください。
※			「消費税課税事業者届出書」や「消費税簡易課税制度選択届出書」等の各種届出書はe-Taxでも提出できます。
　詳しい手続については、e-Taxホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）でご確認ください。

平成24年（基準期間） 平成25年 平成26年（課税期間）
課税売上高1,000万円 課税事業者
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12月は地球温暖化防止月間です
お問い合わせ　市役所環境対策課　環境企画係　☎６３－３１１３

　地球温暖化対策の中で一番大きな課題は、ＣＯ２（二酸化炭素）の排出量削減です。このＣＯ２の排出量を減
らすには、化石燃料の消費を減らす必要があります。
　運輸部門のＣＯ２排出量は、全体の約２割で、その中でも自家用車からの排出量が約半分を占め、自家用車か
ら排出されるＣＯ２を削減することが急務と言われています。
　エコドライブ普及連絡会（警察庁、経済産業省、国土交通省、環境省）が推奨する、エコドライブ（環境負荷の軽
減に配慮した自動車の使用）を実践することで、不必要なガソリン等の消費を減らすことができ、ＣＯ２の排出を
抑制することができます。
　地球温暖化防止のため、一人ひとりがきることから始めましょう。

　エコドライブ 10 のすすめ　
①ふんわりアクセル「ｅスタート」
　日々の運転において、やさしい発進を心がけるだけ
で10％程度燃費が改善します。
② 車間距離にゆとりをもって、加速・減速の少ない運転
　車間距離が短くなると、ムダな加速・減速の機会が
多くなり、市街地では２％、郊外では６％程度も燃費
が悪化します。交通状況に応じて速度変化の少ない運
転を心がけましょう。
③減速時は早めにアクセルを離そう
　信号が変わるなど停止することがわかったら、早め
にアクセルから足を離しましょう。そうするとエンジン
ブレーキが作動し、２％程度燃費が改善します。
④エアコンの使用は適切に
　車のエアコン（Ａ／Ｃ）は車内を冷却、除湿する機能
です。暖房のみ必要なときは、エアコンスイッチはＯＦ
Ｆにしましょう。また、冷房が必要な時は車内を冷やし
すぎないようにしましょう。
⑤ムダなアイドリングはやめよう
　待ち合わせや荷物の積みおろしなどによる駐停車
の際は、アイドリングはやめましょう。10分間のアイドリ
ングで、130cc程度の燃料を消費します。

⑥渋滞を避け、余裕をもって出発しよう
　出かける前に、地図・カーナビなどを活用して、行き
先やルートをあらかじめ確認し、時間に余裕を持って
出発しましょう。１時間のドライブで道に迷い、10分間
余計に走行すると17％程度燃料消費量が増加します。
⑦タイヤの空気圧から始める点検・整備
　タイヤの空気圧チェックを習慣づけましょう。タイヤ
の空気圧が適正値より不足すると、市街地で２％程度、
郊外で４％程度燃費が悪化します。
⑧不要な荷物はおろそう
　運ぶ必要のない荷物は車からおしましょう。100kg
の荷物を載せて走ると、３％程度も燃費が悪化します。
⑨走行の妨げとなる駐車はやめよう
　迷惑駐車はやめましょう。迷惑駐車は、他の車の燃
費を悪化させるばかりか、交通事故の原因にもなりま
す。迷惑駐車の少ない道路では、平均速度が向上し、
燃費の悪化を防ぎます。
⑩自分の燃費を把握しよう
　自分の車の燃費を把握することを習慣にしましょう。
日々の燃費を把握すると、自分のエコドライブ効果が
実感できます。

詳しくは、エコドライブ普及連絡会ホームページ（http:www.team-6.jp/ecodrive/）をご覧ください。

第
41
回
「
種
火
の
会
」
の
ご
案
内 

「
こ
う
変
わ
る
介
護
保
険
制
度
」

　

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
社
会

保
障
審
議
会
で
議
論
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
次
期
計
画
の
策
定
前

に
次
の
よ
う
な
変
更
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

・	

自
己
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
（
１

割
か
ら
２
割
に
）

・	

特
養
の
入
所
者
基
準
要
介
護
３
以

上
と
す
る

・	

食
費
、
居
住
費
（
補
足
給
付
）
の

制
度
の
縮
小

・	

軽
度
要
支
援
者
事
業
を
市
町
村
の

実
情
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
の
移
行

　

こ
の
よ
う
な
も
の
が
、
ど
う
利
用

者
お
よ
び
家
族
に
響
い
て
く
る
の
で

し
ょ
う
か
、
皆
で
議
論
し
合
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

講
師　
佐
渡
市
高
齢
福
祉
課

　
　
　

課
長
補
佐	

野
田
正
史
さ
ん

日
時　
12
月
17
日
㈫

　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

会
場　
佐
渡
総
合
病
院

　
　
　

２
階
講
堂

会 

費　
５
０
０
円
（
資
料
代
・
郵
送

代
な
ど
に
使
い
ま
す
）

お
問
い
合
わ
せ

　

☎	

０
９
０
―
１
４
５
１
―

３
３
４
５
（
橋
本
）

　

	

メ
ー
ル　

the-sa-do-0
1
-3
1
@

nifty.com

（
光
村
）



10

佐渡市の新しい民生委員・児童委員です
　12月１日、全国一斉に民生委員・児童委員と主任児童委員の改選が行われ、217 人が民生委員・児童委
員に就任しました。
　今回の改選で 127 人が再任、90人が新任となりました。これから３年間、地域福祉の一層の充実を目
指して、皆さまの良き相談相手として、ご活躍が期待されます。
　心配ごとやお困りのことがございましたら、お気軽にご相談ください。（敬称略）

氏名 担当地区
北　美枝子 湊1,2,3
星野　義晴 湊4、若宮通
星野　正晴 湊5、城の内
渡邉　和子 春日2,3,4,5
穗鷹　多津 夷1,2、春日1
中澤光津枝 夷3,4,5、旭町

氏名 担当地区
中川マサノ 夷6,7、海岸通
髙橋千太郎 夷8、神明町、八郎平町1
髙倉　秀宏 八郎平町2、築地、夷新
石塚　陽子 浜田1,2、栄町

後藤幸次郎 福浦1,2,3、歌代住宅、中
の沢

氏名 担当地区
粕谷　悦子 秋津、緑が丘
浅原　芳子 立野、長江、上横山
甲斐　愛子 潟端、旭、下横山

神藏千代子 両津中地区全域（主任
児童委員）

両津地区（両津支所市民課☎２７－２１１４）
○両津中地区（両津支所市民課☎２７－２１１４）

氏名 担当地区
越次　順子 大川、羽二生
佐藤　敏美 両尾、椎泊
山本　圭子 真木、河崎
節田利恵子 下久知、久知河内
相田　兆位 原黒

畠山　美緒 住吉、住吉団地、神子沢
団地

氏名 担当地区
渡邉　義久 城腰、吾潟
端野　宣博 東強清水、東立島、野浦
清田　稔子 月布施
川端　欽吾 水津、片野尾
北村　幸治 岩首、東鵜島
坂野恵一郎 豊岡、柿野浦

氏名 担当地区
川本　礼子 蚫、赤玉、立間

佐藤　勝雄 両津東地区(河崎地区)
(主任児童委員）

坂下佐知子 両津東地区(岩首､水津
地区)(主任児童委員）

○両津東地区（両津支所市民課☎２７－２１１４）

氏名 担当地区
岩崎　勝彦 南・北河内､赤井地､後

外城､新栄町
野口　道子 新町、上野、外城
時津　立夫 中高野、中高野住宅
坂下　泰利 向高野、中野、新高野

祝　　末吉 舟場町､浜梅津､平沢､
中屋敷､舟見町

氏名 担当地区
白井　一之 白山、白山住宅､鷲野､

学校町
髙橋　康之 外羽黒、馬場、大野
古玉　タヱ 野町、吉住、駒坂、椿
山本　明美 北五十里、白瀬、玉崎
内田眞由美 和木、馬首、北松ヶ崎
佐竹榮美子 浦川、平松、歌見
後藤　光惠 黒姫、虫崎

氏名 担当地区
淺井　光子 北小浦、見立
本間　義昭 鷲崎、藻浦、榊原
濱田　忠男 願、北鵜島、真更川

中川　信子 両津北地区(加茂地区)
(主任児童委員)

本間　桂子 両津北地区(海府地区)
(主任児童委員)

○両津北地区（両津支所市民課☎２７－２１１４）

氏名 担当地区
服部ミユキ 下相川、相川水金町、相

川柴町

中川 壽雄 相川大間町から相川新
材木町、相川栄町

菱川　民惠 相川濁川町から相川下
山之神町

中村　千夏 相川西坂町、相川小六
町から相川塩屋町

三浦　久江 相川下京町から相川長
坂町

濱辺　　滋 相川新五郎町から相川
弥十郎町

齊藤不二夫 相川諏訪町から相川江
戸沢町

卜部　艶子 相川羽田町から相川五
郎左衛門町

氏名 担当地区
森　　惠子 相川三町目から相川下

戸浜町の一部

小野タキ子 相川羽田村から相川下
戸炭屋浜町の一部

小杉　三船
相川下戸炭屋浜町の一
部、相川下戸村の一部、
相川鹿伏

中川　洋一 相川大浦
佐々木賢市 高瀬
石塚　正子 橘
岩﨑　文枝 稲鯨(砂原、西、中村)
髙野　　勇 稲鯨(東、新田)、米郷
植本　英子 二見
小杉　幸彦 小川
浜辺　直美 達者
石塚　友子 姫津
齋藤　勝枝 北狄

氏名 担当地区
藤下　絹代 戸地
石塚　絹子 戸中
村田　一惠 南片辺、北片辺
井上　幸夫 石花
水下　健次 後尾、北川内
本間　芳香 北立島
立野　郁子 入川
朝山　本章 高千（千本、高下）
山本　立美 北田野浦、高下の一部
渡辺　政已 小野見、石名
山口　紀幸 小田、大倉、矢柄
平腰　洋子 関、五十浦、岩谷口

仲田　善夫 相川地区全域（主任児
童委員）

古藤　順子 相川地区全域（主任児
童委員）

相川地区（相川支所市民課☎７４－０３３９）
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氏名 担当地区
本間　俊和 田望、野町、坂、中川、硲

馬道　光子 岩野町、新田町、辰巳、
ホテル

本間　正博 八幡新町、若葉、八幡諏
訪、新町団地、新町野田

本間　　清 八幡町、野田地区、野田
団地

川窪　　昇 八幡荒城
若林　信正 河原田上町、中町

齋藤　　稔 佐高通、下町一部、中原
一部

中澤　淳子 下町
市野　　誠 田町、高浜町
池　　栄子 下組

氏名 担当地区
若林サカエ 中組、青柳寺団地
松﨑　文昭 上組
松本　雅裕 大上組
上野　多㔟 中原、コア中原
岡固　正幸 鍛冶町
古林　文子 石田、緑ヶ丘

隅田　敏子 長木、上矢馳、伊藤ア
パート

山田としの 東二宮、西二宮、市野沢
大城　省三 真光寺

𠮷良　時子 山田高野、山田尾山、西
山田、青野

末武　和子 東窪田、窪田

氏名 担当地区
仲川　文子 中窪田、西窪田
磯野　三男 東大通
中川　悦子 東野、西野、沢根炭屋町
山田　秋男 田中、鶴子、沢根篭町
吉村　 子 田中町、城ノ下

中川　　茂 羽二生、須川、野坂、河
内、中山

梨田　彰文 沢根上町、下町、田上

土屋　七司 佐和田地区全域（主任
児童委員）

若林としみ 佐和田地区全域（主任
児童委員）

佐和田地区（佐和田行政サービスセンター☎５７－２１１１）

氏名 担当地区
土賀　紀子 東平清水、岩田、西野
齋藤　勝一 泉第1、泉第2
本間　道雄 泉第3、泉第4、泉第5
池　　　鍾 藤津、鳥越
髙野ミチ子 町小路、岩野
石塚　 之 上野口、下野口、丹下坂
𠮷田　洋子 本屋敷
橘　　祥子 大和田
本間ひとみ 西方
山岸　恵子 木戸沢町内会

氏名 担当地区
曽根　文代 中央町内会2､尾花東町

内会､中津町内会2

石見　直幸 中央町内会1、中津町内
会1

川邉　妙子 関根､唐崎､宮の下､寺
沢､別当沢

髙橋　　勉 壇塔、納内、出崎、仲小
路

山川サエ子 貝塚1、貝塚2

氏名 担当地区
池　紀代美 吉井上、吉井下、吉井団

地
児玉　順子 馬場、中島、舟津、横谷
藤井　有子 吉井本郷、安養寺

広満　義人 三瀬川上、松才、三瀬川
下

稲葉　公子 水渡田北、水渡田南、晴
和

本間美保子 金井地区全域（主任児
童委員）

金井地区（市役所社会福祉課☎６３－５１１３）

氏名 担当地区
雜賀　隆夫 皆川、舟下
引野　洋子 下新穂
土屋シノブ 武井、下大野
池野　正道 郷平、上大野
石井　哲彰 井内、上新穂

氏名 担当地区
本間　武利 瓜生屋
吉田　一 正明寺、田野沢
松井　育子 潟上
土屋　智子 青木
松永　寛 長畝

氏名 担当地区
尾田　春俊 内巻、島
原田　恵子 北方
藍原　　純 新穂、三協
松山　隆典 馬場

近辻　道子 新穂地区全域（主任児
童委員）

新穂地区（新穂行政サービスセンター☎２２－３１１１）

氏名 担当地区
中川　順子 畑野(野高屋住宅､西町､

中町､野高屋団地)

吉川　克一 畑野(中小路､諏訪､渋沢
､新田､野高屋､東小路)

中川　智子
畑野(下畑､榎田､高屋､
後小路､後稲葉住宅､下
畑団地)

生田　文子 畑野(後何代住宅､中何
代､下何代)

長嶋　建之
宮川（西高屋､野沢､宮
浦下､中央の一部､宮川
住宅､宮川団地）

氏名 担当地区
河原ミヱ子 宮川（東高屋､江口､宮

浦上､中央の一部）
服部　誠子 三宮、畉田
忠野　則子 飯持、大久保、猿八

藤原　　博 小倉(上日向､下日向､日
影､宮の河内､欠向)

中川　一世
小倉(上中佐為､下中佐
為､岩根沢､鳥越､野田)､
長谷

菊池　義行 栗野江(郷組、仙道) ､
坊ヶ浦

氏名 担当地区
相田　敏明 栗野江(外城、久保、北組

､野畑､合蔵)
生田　秀雄 寺田、目黒町
渡部謹一郎 松ヶ崎、浦ノ川内
近藤　靖典 多田
稻場　勇夫 浜河内、丸山

長嶋　洋一 畑野地区全域（主任児
童委員）

畑野地区（畑野行政サービスセンター☎６６－３１１１）

氏名 担当地区
池　　典子 金丸
曽我　久男 四日町、長石
寺尾　　修 新町（学校町）
三浦　敏幸 新町（上町）
中川　利秋 新町（本町、中町）
小黒　清鑑 新町（下町、田町）
本間　妙薫 豊田

氏名 担当地区
佐々木早 真野、小川内
長　　定夫 浜中
髙野　久惠 吉岡
伊澤美惠子 桜ヶ丘

内田 久男 中沢田、国分寺、竹田、
合沢

安達　忠雄 滝脇､背合､東大須､西
大須､小立､大立

氏名 担当地区
佐々木 美 倉谷、田切須、高塚
本間　明美 西三川
笹井　吉明 静平、下黒山、笹川
髙津　五雄 高崎、椿尾、柏平

山田　隆子 真野地区全域（主任児
童委員）

真野地区（真野行政サービスセンター☎５５－３１１１）
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ヒ
ロ
ミ　

渡
邊	

好
子

佐
和
田
地
区

本
間	

靖
彦　

岡	

義
晴　

大
水	

信
夫

兵
庫	

久
子　

斎
藤	

武
男　

川
内
マ
ツ
エ

金
井
地
区

上
杉	

正
明　

本
間
ヤ
ス
子

大
友
サ
チ
子　

清
水	

勝　

清
水	

俊

松
永	
兼
春　

兒
玉	

玲
子　

天
池
ミ
チ
エ

本
間	
子　

仲
川
カ
ヅ
ヱ

新
穂
地
区

小
林	

吾
市　

山
口	
昇　

飯
田
眞
佐
子

土
屋	

富
子　

菊
池
サ
ト
ミ　

土
屋	

正
起

計
良	

實　

末
武	

茂
子　

古
藤	

俊
雄

畑
野
地
区

土
屋	

絹
代　

大
岡	

榮
一　

本
間
フ
ミ
ヱ

大
間
み
つ
る　

肥
田	

滝
雄　

石
川	

一

矢
川	

春
美　

中
村	

泰　

渡
邉	

則
子

今
河	

久
子　

渡
部	

節
夫

真
野
地
区

尾
畑	

順
一　

山
本	

哲
雄　

渡
邉
シ
ズ
ヱ

佐
々
木
克
昭　

風
間

太
郎　

松
田	

康
子　

若
林	

正
吉

小
木
地
区

佐
々
木	

敏　

西
野	

雅
夫　

藤
井	

雅
男

佐
々
木
道
儀　

八
木	

紀
子

羽
茂
地
区

本
間	

秀
雄　

天
澤	

由
夫　

駒
形	

洋
子

井
桁	

洋
子　

花
田
登
久
子

赤
泊
地
区

冨
永	

昭
平　

金
子	

逸
子　

風
間	

京
子

石
田	

孝　

石
塚	

隆
夫　

内
藤
ミ
ヨ
子

八
木
か
を
る

主
任
児
童
委
員

両
津
北
地
区　

市
橋	

子

佐
和
田
地
区　

山
本	

弘
子

畑
野
地
区　
　

小
島
ア
ヤ
子

真
野
地
区　
　

佐
々
木
恭
子

小
木
地
区　
　

伊
藤
𠮷
代
子

　

地
域
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

氏名 担当地区
武井　三枝 大橋(川西)

中川　幸枝 大石(大石山田、中平、杉
浜）、	三瀬

島田 代美 小泊、亀脇

海老名伸子 羽茂本郷(下町、寺田、須
川)

渡邉　一夫 飯岡、羽茂本郷(天沢)

氏名 担当地区
小橋美恵子 村山

日下　 啓 羽茂本郷(新倉、仮屋、大
谷)

駒形　勝利 滝平、二枚田
堀田　善子 大崎、羽茂本郷(大草)

駿河　　修 上山田、羽茂本郷(木戸､
平､畑田)

氏名 担当地区
髙野　秀子 大橋(川東)、大石(岡田、

浜組、更生、中浜）

中川　　操 羽茂本郷（上町）、天沢
住宅

南　　良子 羽茂地区全域（主任児
童委員）

羽茂地区（羽茂支所市民課☎８８－３１１１）

氏名 担当地区
笠井　　豊 小木木野浦､市営住宅､

小比叡､小木堂釜､井坪

鈴木　和子 中立町、登町、幸町、相
生町

中川　成子 入舟町、栄町、末広町、
海岸通り

菊地　賢一 小木大浦､木流､田野浦
､江積､白木､沢崎

氏名 担当地区
福井　秀夫 本町、諏訪町、中町、白

坂町
高津　啓介 上町、稲荷町、琴平町
菊田登茂子 学校町、旭町、山本町

金子　一晴 深浦､犬神平､小木強清
水､宿根木

氏名 担当地区

中川　健司
上大浦､琴浦､小木､小
木定住団地､小木金田
新田､上野､鼓童村

清水　英次 東町､泉町､港町､松浜
町､教員住宅

岡崎　一美 小木地区全域（主任児
童委員）

小木地区（小木行政サービスセンター☎８６－３１１１）

氏名 担当地区

川原　賢次 外山、上川茂、下川茂
東部

佐藤　義弘 腰細、莚場

金子美江子 大杉､杉野浦､南新保､
柳沢､真浦

池　　一義 下川茂第一､下川茂中
央､下川茂西部

氏名 担当地区
木下　雅樹 山田東､山田中､山田

西､山田第一

池ツユ子 浦津､小熊､徳和浜､清
水､かじや､草木

風間　幸人 荒町、新谷、天狗塚

小橋　敞徳 上町第一、上町第二、
中町

氏名 担当地区

藤井由美子
山寺､東光寺､北袋､横
山､浅生､徳和東､畝立
､瓜生

石塚　紀子 赤泊地区全域（主任児
童委員）

赤泊地区（赤泊行政サービスセンター☎８７－３１１１）
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税
に
つ
い
て
考
え
よ
う

平
成
25
年
度
納
税
表
彰
式

　

11
月
13
日
、ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
佐
渡
で
平
成

25
年
度
の
納
税

表
彰
式
が
行
わ

れ
、申
告
納
税
制

度
の
普
及
・
発
展

や
租
税
教
育
の

推
進
な
ど
に
尽

力
さ
れ
た
次
の

方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

─ 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

─

★
佐
渡
税
務
署
長
表
彰

　

中
川
晃
輔
さ
ん
（
佐
渡
青
色
申
告
会
）

　

山
口　

裕
さ
ん
（
佐
渡
法
人
会
）

★
佐
渡
税
務
署
長
感
謝
状

　

山
田
喜
一
さ
ん
（
小
売
酒
販
組
合
）

★
租
税
教
育
推
進
校
税
務
署
長
感
謝
状

　

市
立
羽
茂
中
学
校

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文

　

市
内
の
11
校
か
ら
１
７
９
編
の
応
募
が

あ
り
、そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
入
選
者
で
す
。

★ 

関
東
信
越
国
税
局
管
内
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
長
賞

　

藤
澤
亜
海
さ
ん
（
内
海
府
中
３
年
）

★
佐
渡
税
務
署
長
賞

　

金
子
真
歩
さ
ん
（
両
津
中
３
年
）

　

村
川
由
利
子
さ
ん
（
羽
茂
中
３
年
）

★
新
潟
県
佐
渡
地
域
振
興
局
長
賞

　

鈴
木
風
華
さ
ん
（
真
野
中
３
年
）

★
佐
渡
市
長
賞

　

岡
﨑　

海
さ
ん
（
羽
茂
中
３
年
）

　

木
ノ
下
陽
菜
さ
ん
（
羽
茂
中
３
年
）

　

本
間
玲
央
さ
ん
（
松
ヶ
崎
中
３
年
）

★
佐
渡
市
教
育
長
賞

　

臼
杵
広
美
さ
ん
（
羽
茂
中
３
年
）

　

中
川
美
咲
さ
ん
（
両
津
中
３
年
）

　

永
野
智
映
さ
ん
（
真
野
中
３
年
）

　

山
本
愛
理
さ
ん
（
畑
野
中
３
年
）

★
佐
渡
税
務
団
体
連
絡
協
議
会
長
賞

　

島
倉　

月
さ
ん
（
真
野
中
３
年
）

★ 

全
佐
渡
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長 

特
別
賞

　

土
岐
理
奈
さ
ん
（
両
津
中
３
年
）

★
全
佐
渡
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　

宇
貝
彩
香
さ
ん
（
両
津
中
３
年
）

　

大
倉
百
合
絵
さ
ん
（
真
野
中
３
年
）

　

権
代
陽
奈
子
さ
ん
（
両
津
中
３
年
）

　

樋
口
拓
海
さ
ん
（
高
千
中
１
年
）

★ 

作
文
募
集
協
力
校
全
国
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
長
感
謝
状

　

市
立
真
野
中
学
校

　

市
立
羽
茂
中
学
校

　
関
東
信
越
国
税
局
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
　

　
命
と
地
域
を
守
る
税

　

内
海
府
中
学
校
３
年　

藤
澤　

亜
海

　

六
年
前
の
夏
休
み
。
私

は
、
家
で
友
達
と
漫
画
を

読
ん
で
い
た
。
す
る
と
、

突
然
、
「
キ
キ
ー
ッ
。
」

と
も
の
す
ご
い
音
が
し
た
。

何
だ
ろ
う
と
思
っ
た
が
、
友
達
は
変
わ
ら
ず

漫
画
を
読
ん
で
い
た
の
で
、
私
も
あ
ま
り
気

に
し
な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
外
が

騒
が
し
く
な
っ
て
き
た
。
何
か
、
変
だ
。
不

安
に
思
い
、
と
り
あ
え
ず
状
況
を
確
か
め
よ

う
と
、
部
屋
を
出
た
。
す
る
と
、
祖
母
と
祖

父
の
会
話
が
聞
こ
え
た
。

「
大
変
だ
。
七
海
が
車
に
轢
か
れ
た
。
」

　

七
海
は
、
私
の
三
つ
下
の
妹
だ
。
当
時
、

五
歳
だ
っ
た
。
そ
の
妹
が
車
に
轢
か
れ
た
。

私
は
、
急
い
で
外
に
出
た
。

　

も
う
す
で
に
、
外
に
は
多
く
の
人
が
集

ま
っ
て
い
た
。
道
路
は
、
血
で
赤
く
な
っ
て

い
た
。
で
も
、
妹
の
姿
は
ど
こ
に
も
な
か
っ

た
。
当
時
、
私
の
住
ん
で
い
る
地
域
ま
で

救
急
車
が
来
る
の
に
、
四
十
分
は
か
か
っ
た
。

父
は
、
救
急
車
の
到
着
が
待
ち
き
れ
ず
、
途

中
ま
で
、
自
分
の
車
で
妹
を
運
ぶ
こ
と
に
し

た
そ
う
だ
。

　

そ
の
後
、
警
察
の
人
が
来
て
、
事
故
の
原

因
を
調
べ
て
く
れ
た
。
夏
休
み
で
、
し
か
も

お
盆
中
だ
っ
た
た
め
、
道
端
に
多
く
の
車
が

と
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
車
と
車
の
間
か
ら
妹

が
飛
び
出
し
、
ち
ょ
う
ど
走
っ
て
来
た
車
と

衝
突
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

　

幸
い
、
妹
の
命
は
助
か
っ
た
。
ま
だ
幼

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
一
度
粉
々
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
骨
は
、
成
長
し
て
い
く
う
ち
に
再

生
す
る
と
教
え
て
も
ら
っ
た
。
そ
し
て
、
現

在
、
妹
は
毎
日
元
気
に
学
校
に
通
っ
て
い
る
。

水
泳
大
会
や
陸
上
大
会
へ
向
け
て
の
練
習
に

も
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
は
最
近
知
っ
た
こ
と
だ
が
、
妹
の
治

療
や
リ
ハ
ビ
リ
に
も
税
金
が
使
わ
れ
て
い

た
。
治
療
費
だ
け
で
は
な
い
。
救
急
車
も
警

察
の
人
も
、
税
金
で
働
い
て
い
た
。
も
し
、

税
金
が
な
け
れ
ば
、
私
の
家
で
は
払
い
き
れ

な
い
ほ
ど
の
額
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
。
そ
う
し
た
ら
、
今
の
元
気
な
妹
の
姿
は

な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

も
う
一
つ
、
税
金
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
私
の
住
ん

で
い
る
地
域
の
近
く
に
、
消
防
署
の
分
遣
所

が
建
て
ら
れ
た
こ
と
だ
。
こ
の
分
遣
所
も
税

金
で
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
先
生
か
ら

教
え
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
分
遣
所
が
あ
る

お
か
げ
で
、
そ
れ
ま
で
、
救
急
車
が
来
る
の

に
四
十
分
も
か
か
っ
て
い
た
が
、
今
は
十
分

程
で
来
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
の
住
ん
で

い
る
地
域
は
、
高
齢
者
が
多
い
。
分
遣
所
が

近
く
に
あ
れ
ば
、
み
ん
な
安
心
し
て
日
々
の

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

私
は
、
こ
れ
ら
の
体
験
を
通
し
て
、
税
金

は
み
ん
な
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

に
必
要
な
も
の
だ
と
思
っ
た
。
だ
か
ら
、
私

も
大
人
に
な
っ
た
ら
、
し
っ
か
り
税
金
を
納

め
た
い
。
私
の
納
め
た
税
金
が
、
誰
か
の
役

に
立
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。
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運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、人事や給与等の公平性と透明性を高めるため、年１回公表します。

⑻ その他の主な手当（全会計）（平成25年4月1日現在）

手 当 名 内容及び支給単価 支給実績（平成
24年度決算）

扶養手当
配偶者13,000円　配偶者以外１人につき6,500円

（配偶者がいない場合、そのうち１人について、11,000円）
（満15歳に達する日後の最初の4月1日から満22歳に達する日以後の最初の3月31日までの間にあ
る子１人につき5,000円加算）

157,620千円

住居手当 借家、借間：月額10,000円を超える家賃を支払っている職員に対し、家賃の額に応じ最高27,000円
まで支給 40,339千円

通勤手当
通勤距離が片道2km以上の者に支給
交通機関利用者（バス等）：負担している運賃の額に応じて最高55,000円
交通用具等使用者（自動車等）：片道の使用距離に応じて2,900円～44,100円

88,981千円

3  職員の勤務時間 
その他の勤務条件

　⑴勤務時間

区分 勤務時間等
勤務を要する日 毎週月曜日から金曜日までの週５日間（国民の祝日及び12月29日から1月3日

までを除く）
１日当たりの勤務時間 ７時間４５分
１週当たりの勤務時間 38時間45分

⑶育児休業等の取得状況
（平成 24 年度中に新たに育
児休業を取得した職員）

4 職員の分限及び懲戒処分の状況（平成 24 年度）
⑴分限処分の件数 
　及び処分事由
⑵懲戒処分　平成 24 年度懲戒処分　なし

5 職員の服務の状況
職員の服務上の基準として、法令等及び職務上の命令に従う義
務、信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、職務に専念する義
務、政治行為の制限、争議行為などの禁止、営利企業などの従
事制限があります。

6 職員の研修及び勤務成績の評定状況（平成24年度）
⑴職員研修の実施状況

研修区分 受講者数
階層別研修 77人
専門研修 93人
先進地視察等研修 9人
派遣研修 7人
窓口応対研修 78人
メンタルヘルスセミナー 152人
ハラスメント防止セミナー 101人
人事考課研修 76人
庁内職員研修 200人
普通救命講習、その他研修 50人

⑵ 休暇制度
ア　有給休暇の取得状況（平成 24 年度）

種類 日数等 使用実績
年次休暇 1 年につき 20 日間付与 平均使用日数11.3日
療養休暇 負傷又は疾病による療養のための必要最小限度の期間 取得件数133件 (人）

特
別
休
暇

産 前 休 暇 出産予定日までの 6 週間（多胎妊娠は 14 週間） 取得件数24件 (人）
妊産婦の健康診断 法定健診時の場合で必要な期間 取得件数14件 (人）
産 後 休 暇 出産日の翌日から 8 週間 取得件数22件 (人）
保 育 時 間 休 暇 生後 1 年に達しない子を養育する場合、1 日（60 分以内）に 2 回 取得件数1件 (人）
結 婚 休 暇 婚姻する職員に対し、最大 8 日間 取得件数9件 (人）
配 偶 者 出 産 休 暇 配偶者の出産に際し、最大 2 日間 取得件数19件 (人）
男性職員の育児参加 職員の妻の産前産後期間中に、子の養育のため最大 5 日間 取得件数5件 (人）
子 の 看 護 休 暇 就学前の子の看護を行う場合、最大 7 日間 取得件数64件 (人）
親 族 死 亡 休 暇 親族が死亡した場合、続柄及び生計関係に応じ、1 日～ 10 日間 取得件数162件 (人）
父 母 追 悼 休 暇 父母の法要に際し、1 日 取得件数4件 (人）
夏 季 休 暇 6 月から 9 月までの間において、5 日間 平均使用日数4.8日
短 期 介 護 休 暇 要介護者の介護等を行う場合、最大７日間（要介護者が２人以上の場合は 14 日間） 取得件数9件 (人）
裁判所等出頭休暇 裁判員、証人、参考人等として裁判所その他官公署へ出頭する場合に必要な期間 取得件数1件 (人）
妊娠体調不良休暇 妊娠期間中、最大 14 日間 取得件数5件 (人）

イ　無給休暇の取得状況
　　（平成 24 年度）

種類 日数等 使用実績
介護休暇 負傷、疾病又は老齢により親族を介護しなければならない場合、最大6月 取得件数1件 (人）

区分 男 女 計
育児休業 0人 21人 21人
部分休業 0人 2人 2人

⑵ 勤務成績の評定
の状況

　職員の能力や適正
に応じた適材適所の
配置などへの活用を
図ることを目的として、
平成19年度から人事
考課（勤務評定）制度
を運用しています。

7 職員の福祉及び利益の保護に関する状況（平成24年度）
⑴福利厚生制度に関する状況
　人間ドック受診者　782 人　一般健康診断受診者　628人
⑵公務災害の状況
　公務災害　18件　通勤災害　0件 

8 新潟県市町村総合事務組合公平委員会の業務の状況
⑴勤務条件に関する措置の状況
　平成24年度措置要求　なし
⑵不利益処分に関する不服申立ての状況
　平成24年度不服申立て　なし

処分名 事由 人数
休職 心身の故障 13人
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佐渡市人事行政運営等の状況 「佐渡市人事行政の

1 職員の任免及び職員数に関する状況

2 職員給与の状況

⑴ 職種別採用者数
平成24年4月2日～平成25年4月1日

⑴  職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の
状況 （平成 25 年 4 月 1 日現在）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 42.3 歳 303,300 円 342,539 円
技能労務職 46.5 歳 263,108 円 288,258 円

⑵　職員の初任給の状況（平成 25 年 4 月 1 日現在）
区分 初任給

一般行政職 大　学　卒 172,200 円
高　校　卒 140,100 円

技能労務職 高　校　卒 137,200 円
中　学　卒 125,400 円

注初任給は学校卒業後すぐに採用された場合の月額です。
⑶ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

（平成 25 年 4 月 1 日現在）
区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行
政職

大学卒 234,600 円 285,256 円 318,391 円
高校卒 205,400 円 240,600 円 292,279 円

技能労
務職

高校卒 197,800 円 237,779 円 263,100 円
中学卒 197,800 円 222,700 円 241,834 円

注 経験年数とは、採用前に民間企業勤務経験などがある場合にはその
期間を換算し、採用後の年数に加算した年数をいいます。

⑷ 期末手当・勤勉手当（平成 25 年 4 月 1 日現在）
１人当たり平均支給額（24 年度決算）1,265 千円

（24 年度支給割合）
期末手当2.60月分（1.45）月分 勤勉手当1.35月分（0.65）月分 
（加算措置の状況）職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算5～15％
注 　(  ) 内は、再任用職員に係る支給割合です。再任用職員とは、定

年退職等により退職した後、改めて採用された職員をいいます。

⑸ 退職手当（支給月数）
（平成 25 年 4 月 1 日現在）

区分 自己都合 勧奨・定年
勤続２０年 23.03 月分 28.7875 月分
勤続２５年 32.83 月分 38.955 月分
勤続３５年 46.55 月分 55.86 月分
最高限度額 55.86 月分 55.86 月分

その他の加算措置
　定年前早期退職者 2 ～ 20％加算
⑹ 特殊勤務手当（平成 25 年 4 月 1 日現在）

支給実績（H24年度決算） 111,051千円
支給職員１人当たり平均支給年額 

（H 24年度決算） 560,864円

職員全体に占める手当支給職員の割合 
（H24年度） 15.0％

手当の種類（手当数） 17
支給された主な手当の名称
防疫等作業手当、行旅病人等収容手当、危険手当、夜間介護
手当、夜間看護手当、異常圧力内作業手当、有害物取扱手当、
税滞納処分手当、税徴収手当、衛生処理手当、早出・中出手
当、早出・遅出手当、診療手当、特殊診療手当、役職手当、待
機手当、応援診療手当

⑺ 時間外勤務手当
支給実績（H24年度決算） 141,964千円
職員１人当たり平均支給年額 

（H24年度決算） 107千円

支給実績（H 23年度決算） 134,560千円
職員１人当たり平均支給年額 

（H23年度決算） 100千円

⑶　部門別職員数（各年4月1日）

区分
職員数 対前年

増減数H24年
度

H25年
度

一
般
行
政
部
門

議会 6 6
総務 188 189 1
税務 43 37 △ 6
民生 233 213 △ 20
衛生 94 90 △ 4
農水 63 56 △ 7
商工 25 30 5
土木 67 62 △ 5
小計 719 683 △ 36

特
別 

行
政
部
門

教育 148 138 △ 10
消防 179 180 1
小計 327 318 △ 9

公
営
企
業
等 

会
計
部
門

病院 125 123 △ 2
水道 34 34

下水道 19 16 △ 3
その他 109 105 △ 4
小計 287 278 △ 9

合計 1,333 1,279 △ 54
注 職員数は正規職員、教育長、臨時・非

常勤職員の合計で特別職は含みません。

⑷ 定員管理の状況
　平成17年３月に国の示した「地方公共団体における行政改革の推進のための新たな指
針」を踏まえて策定した「佐渡市行政改革大綱」（平成18年3月策定）に基づき、勧奨退職制
度の積極的運用や新規採用職員の抑制等により、職員削減に取り組んでいます。今後も新た
な行政課題等への対応や将来の財政状況を考慮し、真に必要な職員数を見極めながら、定
員適正化計画を検証していきます。 （各年4月1日現在）

区分
部門 Ｈ17年 Ｈ18年 Ｈ19年 Ｈ20年 Ｈ21年 H22年 H23年 H24年 H25年

普 通
会 計

職員数 1380 1332 1277 1208 1154 1098 1,063 1,046 1,001
増 減 △ 48 △ 55 △ 69 △ 54 △ 56 △ 35 △ 17 △ 45

公営企業
等 会 計

職員数 341 329 327 316 312 303 291 287 278
増 減 △ 12 △ 2 △ 11 △ 4 △ 9 △ 12 △ 4 △ 9

計 職員数 1,721 1,661 1,604 1,524 1,466 1,401 1,354 1,333 1,279
増 減 △ 60 △ 57 △ 80 △ 58 △ 65 △ 47 △ 21 △ 54

注職員数は正規職員、教育長、臨時・非常勤職員の合計で特別職は含みません。

⑵ 平成 24 年度 
　事由別退職者数
平成24年4月1日～ 
平成25年3月31日

職種等 人数
一 般 行 政 7
建 築 技 師 1
学 芸 員 2
保 健 師 2
消 防 士 2

職種等 人数
医 師 2
看 護 師 2
看 護 助 手 3
教 育 長 1

計 22

退職事由 人数
自 己 都 合 15
定 年 退 職 27
勧 奨 退 職 32
そ の 他 2

計 76
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佐渡環境賞　受賞者を紹介します 市役所環境対策課　☎６３－３１１３
　美しい島佐渡・エコアイランド推進協議会では、市民、市民団体、学校、事業者が自主的に取り組む活
動をたたえ、環境意識の向上を図ることを目的に「佐渡環境賞」を募集しました。
　応募総数 10件の中から、佐渡環境大賞、佐渡環境賞を受賞した団体の活動を紹介します。

佐渡環境大賞　　両津吉井小学校おやじの会
　子どもたちが自然環境の中で地域の人や友達と関わり合いを深め、
健やかに成長していけるように、学校に隣接する雑木林を整備して
遊びの場（子どもたちに否定の言葉「～はしてはいけない」「入っちゃ
ダメ」を使わない場所を作りたい）を提供しています。
　また、整備作業を通して地域の親睦を深め、地域として子どもを
育み見守るという意識の向上も行っています。

佐渡環境賞　　　岩首棚田・とき共生みらい
　廃校舎（旧岩首小学校）を活用し、大学生や都市住民と一緒に棚
田保全や環境保護等について、協働作業の中から何かを見つけ出せ
るか共に考えています。
　地域住民、大学生、各種団体協働で交流イベントを毎年開催して
おり、地域の資源である棚田を活用して、地域の活性化を実践して
います。

佐渡環境賞　　　佐渡市不法投棄監視員ネットワーク
　平成 18 年に人とトキが共生できる環境の島の構築を目指して発
足しました。
　特に不法投棄撲滅、放置自動車の撤去に力を入れています。
　平成 22 年度から実施している不法投棄ゼロ推進業務キックオフ
宣言大会の賛同企業は、107 社になります。

第13回全国障害者スポーツ大会（スポーツ祭東京2013）に 
佐渡市から出場した３選手が大活躍されました

　10 月 12 日㈯から 14 日㈪まで、東京都で開催された「第 13 回
全国障害者スポーツ大会」（スポーツ祭東京 2013）に出場した選
手が、各競技・種目において好成績を残しました。
　新潟県代表として佐渡市から３人の選手が参加し、金メダル１つ
･銀メダル３つ ･銅メダル１つを獲得しました。選手の皆さん、お
疲れさまでした。
　11 月６日㈬に選手の皆さんが、甲斐市長に「選手全員メダル獲
得ができてうれしい。来年も今年以上の成績がおさめられるように
がんばりたい。」と入賞の喜びを報告しました。
成績一覧
○フライングディスク

濱口　貴廣さん（金井地区） アキュラシーディスリート・ファイブ 銀メダル
ディスタンスメンズ・シティング 銀メダル

伊藤　優弥さん（新潟県新星学園） アキュラシーディスリート・ファイブ 金メダル
ディスタンスメンズ・スタンディング 銅メダル

○陸上競技
小林　脩也さん（新潟県新星学園） ８００メートル走 銀メダル
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姉 妹 都 市 コ ーナ ー

　今回は、空港拡張整備事業の進め方についてご説明します。
　現在、事業に対する同意取得作業を行っていますが、一般的な事業
スケジュールは以下のとおりです。

①住民合意形成
　〇パブリック・インボルブメント（ＰＩ）（※１）の実施
　〇環境アセスメント（※２）の実施
　　　　　↓
②基本的な調査や設計
　〇現況調査、基本設計
　〇実施測量、地質調査
　〇実施設計
　　　　　↓
③航空法の設置許可
　〇施設設置（変更）の許可
　　　　　↓
④用地買収・工事
　〇用地丈量測量
　〇用地交渉・買収
　〇工事
　　　　　↓
　　　 開　港

新 佐渡空港の実現に向けて③

　10月 26 日㈯・27日㈰の「第 35回入間万燈まつり」、11月４日㈪の「第 30回国分寺まつり」に、佐
渡の芸能と物産が参加しました。
◆入間万燈まつり
　今年の入間万燈まつりは、台風 27号の影響が心配されましたが、まつ
りが始まるとともに徐々に天候が回復し、多くの来場客でにぎわいました。
　佐渡からは芸能や物産関係者など総勢約 120 人が参加しました。
佐渡物産展では、おけさ柿や海産物、沖汁、サザエ飯などが大好評のうち
に完売したほか、芸能公演では、羽茂民謡研究会や柿野浦鬼太鼓保存会が
初参加し、多くの入間市民が佐渡芸能に興味深く見入っていました。
◆国分寺まつり

　今年の国分寺まつりは、一時、小雨がぱらつく場面がありましたが、多く
の来場客でにぎわいを見せていました。
　国分寺市とは、平成元年４月に旧真野町において姉妹都市提携が結ばれて
から今年で 25年目を迎えることから、開会式において、両市長が両市の木「ア
テビ（佐渡市）」と「ケヤキ（国分寺市）」で作製された記念盾の交換を行い
ました。
　また、姉妹都市 25年目を記念して、芸能披露では後尾集落鬼太鼓が初め
て披露されたほか、佐渡物産展では、活サザエなどの海産物や地酒、果物、
佐渡牛コロッケバーガーなど、幅広い佐渡産品に長蛇の列ができていました。

◆市役所交通政策課　☎６３－３１８４

両市長による記念盾の交換

※１　パブリック・インボルブメント（ＰＩ）
　空港整備計画の検討段階において、周辺地域の住民などに情報
を公開したうえで計画策定に参画していただき、計画に住民意見
を反映させます。

※２　環境アセスメント
　土地の形状の変更、工作物の新設などを行う事業者が、あらかじ
めその事業による環境への影響について、自ら適正に調査・予測お
よび評価を行い、その結果に基づいて環境保全措置を含む事業計画
を検討するもので、結果に対して環境大臣の意見が付されます。

≪参考≫
　他の離島空港の事例として、沖縄県の新石垣空港は、平成 15年
１月にＰＩを実施してから約 10年後の平成 25年３月７日に開港し
ました。

おけさ柿を買い求める行列
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お
　
知
　
ら
　
せ

佐
和
田
都
市
計
画
下
水
道
お
よ

び
真
野
都
市
計
画
下
水
道
の
変

更
計
画
案
縦
覧
の
お
知
ら
せ

　

現
在
、
新
潟
県
が
管
理
し
て
い
る
国
府

川
流
域
下
水
道
を
佐
渡
市
公
共
下
水
道
へ

移
管
す
る
こ
と
に
伴
う
佐
和
田
都
市
計
画

下
水
道
お
よ
び
真
野
都
市
計
画
下
水
道
の

変
更
計
画
案
に
つ
い
て
、
縦
覧
を
行
い
ま

す
。

縦
覧
す
る
変
更
計
画
案

①
国
府
川
流
域
下
水
道
の
廃
止

　
（
新
潟
県
決
定
）

②
佐
渡
市
公
共
下
水
道
の
変
更

　
（
佐
渡
市
決
定
）

　

縦
覧
さ
れ
た
方
は
、
①
に
つ
い
て
は
新

潟
県
宛
に
、
②
に
つ
い
て
は
佐
渡
市
宛
に
、

縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　
12
月
13
日
㈮
～
12
月
27
日
㈮

　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
。）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

縦
覧
場
所
・
意
見
書
提
出
先

①
新
潟
県
佐
渡
地
域
振
興
局
地
域
整
備
部

　

計
画
調
整
課（
佐
渡
地
域
振
興
局
３
階
）

　

〒
９
５
２
―
１
５
５
５

　

佐
渡
市
相
川
二
町
目
浜
町
20
―
１

☎
74
―
４
０
４
０　
　

②
佐
渡
市
役
所
上
下
水
道
課
（
真
野
行
政

　

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　

〒
９
５
２
―
０
３
１
８

　

佐
渡
市
真
野
新
町
４
８
９

☎
55
―
３
１
７
８　
　

年
末
に
お
け
る
県
民
生
活
の
安

全
・
安
心
確
保
活
動
の
強
化

実
施
期
間　
12
月
10
日
㈫
～
12
月
31
日
㈫

活
動
重
点

○
犯
罪
の
抑
止
・
検
挙
活
動
の
強
化

○
交
通
死
亡
事
故
の
防
止

○
災
害
・
テ
ロ
対
策
の
強
化

○
二
年
参
り
等
に
伴
う
雑
踏
事
故
の
防
止

　

佐
渡
市
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
協
会
の

各
支
会
に
お
い
て
も
、
実
施
期
間
中
の
12

月
12
日
㈭
を
中
心
に
、
広
報
活
動
等
を
実

施
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
西
警
察
署
生
活
安
全
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
74
―
０
１
１
０

　

佐
渡
東
警
察
署
生
活
安
全
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
27
―
０
１
１
０

　

市
役
所
総
務
課
防
災
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
63
―
５
１
３
５

死
亡
し
た
野
鳥
を
見
つ
け
た
ら

野
鳥
と
の
接
し
方
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

不
必
要
に
野
鳥
を
追
い
立
て
た
り
、
捕

ま
え
た
り
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
避
け
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
野
鳥
の
ふ
ん
が
靴
の
裏
や
車
両

に
つ
く
こ
と
に
よ
り
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
が
他
の
地
域
へ
運
ば
れ
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
野
鳥
に
は
近
づ
き

す
ぎ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
特

に
靴
で
ふ
ん
を
踏
ま
な
い
よ
う
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

野
鳥
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
は
？

　

死
亡
し
た
野
鳥
な
ど
に
は
素
手
で
触
ら

な
い
よ
う
に
し
、
佐
渡
地
域
振
興
局
環
境

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
市
役
所
環
境
対
策
課
・

各
支
所
・
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

野
鳥
な
ど
の
野
生
動
物
の
排
泄
物
な
ど
に

触
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
？

　

日
常
生
活
の
中
で
野
鳥
な
ど
野
生
動
物

の
排
泄
物
な
ど
に
触
れ
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
殺
菌
効
果
の
あ
る
石
け
ん
で
手
洗
い

を
行
う
と
と
も
に
、
う
が
い
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
野

鳥
観
察
な
ど
の
通
常
の
接
し
方
で
は
人
に

感
染
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
過

度
に
心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

正
し
い
情
報
に
基
づ
い
た
冷
静
な
行
動
を

お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
地
域
振
興
局
環
境
セ
ン
タ
ー
環
境
課

☎
74
―
３
４
２
８

　

市
役
所
環
境
対
策
課
☎
63
―
３
１
１
３

　

ま
た
は
市
役
所
各
支
所
・
各
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

新潟県交通災害共済

　見舞金の請求はお済みですか？
　見舞金の請求期間は交通災害
を受けた日から起算して「１年以
内」です。
　もう一度ご確認を！

　お問い合わせは、佐渡市役所
総務課防災危機管理室（☎６３－
５１３５）まで
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平成25年度　年末年始のご案内
空欄…通常業務　　休…お休み

12月 1月
27日
㈮
28日
㈯
29日
㈰
30日
㈪
31日
㈫

1日
㈬

2日
㈭

3日
㈮

4日
㈯

5日
㈰

6日
㈪

市役所　☎63-3111
休

12月28日～1月5日まで閉庁しますが、出生や死亡など戸籍の届出
は宿日直が受け付けます。

ご
み・し
尿

ごみ収集
クリーンセンター直接持ち込み 休 休 休

し尿処理 休

環境対策課　☎63-3113／両津クリーンセンター　☎24-1700／佐渡クリーンセンター　☎52-3336
南佐渡クリーンセンター・南佐渡し尿処理センター　☎86-2373／国仲清掃センター　☎52-2797

市
立
病
院
等

両津病院　☎23-5111 休 休

相川病院　☎74-3121 休 休

佐渡市休日急患センター　☎63-3121
（9：00～12：00、13：00～16：00） 休 休 休 休

12月 1月
27日
㈮
28日
㈯
29日
㈰
30日
㈪
31日
㈫

1日
㈬

2日
㈭

3日
㈮

4日
㈯

5日
㈰

6日
㈪

図
書
館・図
書
室

中央・真野図書館　問中央図書館　☎63-2800
　開館時間　9：00～18：00（土・日は17：00まで）
小木・さわた・両津図書館
　開館時間　9：00～17：00

休 休

図書室（相川・赤泊）
　開館時間　9：00～17：00 休

図書室（新穂・畑野・羽茂）
　開館時間　9：00～17：00 休

佐
渡
ス
ポ
ー
ツ

ハ
ウ
ス

佐渡スポーツハウス　☎55-2566
　・体育館・トレーニング室　（8：30～21：30）
　・テニスコート　（8：30～日没）

休

　・温水プール
　（�火～金　13：00～20：00、土　10：00～20：00、日・祝　
10：00～17：00　（月曜休み））

休
1月4日㈯から
10日㈮まで臨
時休館します。

社
会
体
育

施
設

佐渡市陸上競技場／相川体育館／両津総合体育館／
小木Ｂ＆Ｇ海洋センター／羽茂Ｂ＆Ｇ海洋センター／
佐和田体育館／新穂体育館／新穂武道館／真野体育
館／真野武道館／小木体育館／羽茂体育館／赤泊体
育館

休

博
物
館・資
料
館
等

両津郷土博物館・相川郷土博物館・佐渡国小木民俗博
物館・佐渡植物園・海運資料館・幸丸展示館・赤泊郷土
資料館・佐渡奉行所

休
年末年始の休館のほか、12月～2月の間、両津郷土博物館・相川郷
土博物館・海運資料館・幸丸展示館は土・日・祝祭日が休館、佐渡国
小木民俗博物館は月曜日が休館です。

・相川技能伝承展示館は、12月～2月の間、休館（陶芸、裂織体験は完全予約制）
・新穂歴史民俗資料館は、12月～2月の間、休館
お問い合わせ：教育委員会社会教育課佐渡学センター（両津郷土博物館内）☎23-2100

12月 1月
27日
㈮
28日
㈯
29日
㈰
30日
㈪
31日
㈫

1日
㈬

2日
㈭

3日
㈮

4日
㈯

5日
㈰

6日
㈪

ト
キ
の
森
公
園

トキ資料展示館　☎22-4123
　開館時間��8：30～17：00（入館締切16：30） 休 休
トキふれあいプラザは、12月26日～1月7日まで休館

トキ交流会館　☎24-6040（宿泊は27日まで。28日は17：00まで） 休

佐渡市防災センター　☎51-0123（6名以上要申込）
　開館時間　10：00～16：00（月・木は休館） 休 休
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心配ごと相談日（12／15～1／15）
　生活のさまざまな心配ごとや困り
ごとを気軽に相談できる窓口を開設
しています。お住まいの地区以外で
の相談もできますので、ぜひご利用
ください。相談は無料で、予約は不
要です。直接、相談日にお越しくだ
さい。秘密は守られます。
事業に関するお問い合わせ
社会福祉協議会本所
☎８１－１１５５
※	こちらの電話ではご相談は受付けており
ません。
　相談を希望される方は、直接会場
にお越しください。

地区 相談日 時間 会場

両 津
12 月 23 日㈪
1月 13日㈪ 13:00 ～ 16:00 両津福祉センター	

しゃくなげ
1月			7 日㈫ 18:00 ～ 20:00

相 川
12 月 16 日㈪
12月 22日㈰
1月 10日㈮

9:00 ～ 12:00 ワイドブルーあいかわ

佐 和 田 12 月 27 日㈮ 9:00 ～ 12:00 佐渡中央会館

金 井 1 月 10 日㈮ 9:00 ～ 12:00 金井デイサービスセンター	
しゃくなげの里

松 ケ 崎 1 月 10 日㈮ 9:00 ～ 12:00 松ケ崎総合センター

小 木 1 月			8 日㈬ 13:30 ～ 16:30 小木多目的集会施設
（あゆす会館）

赤 泊 1 月 15 日㈬ 13:30 ～ 16:30 赤泊福祉保健センター
やすらぎ

公営住宅の入居者を募集します
お問い合わせ　市役所建設課住宅係　☎０２５９- ６３- ５１１８

　入居申込みには、共通の申込資格ＡからＣに加え、希望する住宅の特定の申込資格が必要です。
【共通の申込資格】
Ａ　市内に住所または勤務先があるか、住所を移そうとしていること
Ｂ　公租公課（市税など）を滞納しておらず、現に住宅に困窮していること
Ｃ　申込者（同居する親族を含む）が暴力団員でないこと

【特定の申込資格】
①　同居する親族（婚約者を含む）がいること
②	　収入月額が158,000円（高齢者世帯、障がい者
のいる世帯、小学校就学前のお子さまがいる世帯
などは214,000円）以下であること
③	　収入月額が158,000円以上487,000円以下で
あること

④	　申込者と配偶者（婚約者を含む）が同居し、満年
齢合計が申込み日時点で70歳以下であること
⑤	　同居者が直系親族であり、入居後、速やかに当
該賃貸住宅の所在地に住所を移転できること

 　　収入月額 ＝  （合計所得額－各種控除額）
　　　　　　　　　　　　　１２

＜公募する公営住宅一覧＞

地区 住宅名称 ( 所在階 ) 公募
戸数

特定
資格

単身
可能

建設
年度 構造区分 間取 月額家賃 ( 円 )

両津
住吉住宅１ 1 ①② - H2 木造２階メゾネット 3DK 18,400 ～ 36,100
大野第1住宅（３階） 1 ①② - H9 耐火構造３階建て 3LDK 25,800 ～ 50,600
上横山住宅 1 ④⑤ - H19 木造２階メゾネット 2LDK 40,000【定額】

相川
栄町団地あやめ棟（３階） 1 ①② - H8 耐火構造３階建て 3DK 22,900 ～ 45,000
県営おりと団地(２階、３階) 2 ①② - S54 耐火構造４階建て 3DK 14,900 ～ 29,300
県営炭屋町団地(３階、４階) 2 ①② - S58 耐火構造４階建て 3DK 16,600 ～ 32,700

金井 木戸沢住宅（１階） 1 ② ○ H12 木造２階共同建て 2DK 18,200 ～ 35,700

赤泊 真浦団地１ 1 ①② - H6 木造２階一戸建て 3LDK 23,500 ～ 46,200
真浦団地２ 1 ①③ - H7 木造２階一戸建て 3LDK 38,000【定額】

■申込書類	 住宅入居申込書と必要書類（住民票の写しなど）を提出してください。
■申込み先	 市役所建設課住宅係　または各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口
■申込期限	 12 月 27 日㈮　午後５時
■入居予定	 平成 26 年 1月下旬（申込者多数の場合、抽選となり、期間が延びる場合があります）
■注意事項	 入居決定後、次のことが必要です。
　　　　　　◆連帯保証人：市内在住親族２人（県営住宅は１人）　◆敷金の納入：家賃の３か月分
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■
ト
キ
ガ
イ
ド
養
成
講
座
　
開
講
中
!!

　

講
座
は
全
９
回
で
、
来
年
の
３
月
23
日

㈰
に
ト
キ
ガ
イ
ド
検
定
試
験
を
実
施
し
、

合
格
者
を
ト
キ
ガ
イ
ド
と
し
て
認
定
し
ま

す
。

　

今
年
度
の
講
座
で
は
、
ト
キ
に
関
連
し

て
世
界
農
業
遺
産
や
世
界
遺
産
登
録
を
目

指
す
佐
渡
金
銀
山
、
そ
し
て
、
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
た
佐
渡
の
自
然
美
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
佐
渡
の
魅
力
に
つ
い
て

も
講
義
し
、
ト
キ
ガ
イ
ド
の
方
た
ち
か
ら

佐
渡
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
認
定
ト
キ
ガ
イ
ド
は
65
人
と

な
っ
て
お
り
、
ト
キ
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
、

ト
キ
資
料
展
示
館
、
第
１
回
放
鳥
地
、
野

生
復
帰
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
観
察
棟
、
ト
キ
交

流
会
館
を
回
り
な
が
ら
、
ト
キ
の
野
生
復

帰
の
取
り
組
み
や
ト
キ
と
の
共
生
、
そ
し

て
、
佐
渡
の
魅
力
に
つ
い
て
観
光
客
等
へ

説
明
し
て
い
ま
す
。
運
が
良
け
れ
ば
ト
キ

色
の
き
れ
い
な
翼
を
広
げ
て
飛
ぶ
放
鳥
ト

キ
の
姿
が
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
も
ト
キ
の
野
生
復
帰
に

つ
い
て
、
ぜ
ひ
ト
キ
ガ
イ
ド
の
お
話
を
聞

い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

■「
ト
キ
博
士
検
定
試
験
」を
実
施
し
ま
す
！

　
「
ト
キ
博
士
検
定
試
験
」
で
は
、
ト
キ

に
関
す
る
幅
広
い
知
見
を
有
す
る
方
を

「
ト
キ
博
士
」
と
し
て
認
定
し
ま
す
。
合

格
者
に
は
、
ト
キ
博
士
認
定
証
、
記
念
品
、

ト
キ
の
森
公
園
優
待
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

試
験
日
時

　

平
成
26
年
３
月
23
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

試
験
会
場

　

ト
キ
交
流
会
館
（
新
穂
潟
上
１
１
０
１

―
１　

潟
上
温
泉
隣
り
）

申 

込
方
法　
受
験
料
５
０
０
円
を
添
え
て
、

ト
キ
交
流
会
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

定
員　
50
人

申
込
期
限　
12
月
24
日
㈫

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進

　

室
ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

　

☎
24
―
６
０
４
０

配
置
地
区　
高
千
・
外
海
府
地
区

配
置
時
期

　

平
成
25
年
１
月
21
日
着
任

　

	

同
年
４
月
か
ら
高
千
・
外
海
府
地
区
で

活
動
開
始

出
身
地　
東
京
都
東
久
留
米
市

佐
渡
市
・
配
置
地
区
の
印
象

　

佐
渡
は
全
体
的
に
空
が
広
く
、
色
が
き

れ
い
だ
と
思
い
ま
し
た
。
高
千
・
外
海
府

の
集
落
は
、
海
と
山
に
挟
ま
れ
て
い
て
海

岸
線
の
景
色
が
き
れ
い
で
す
が
、
冬
の
荒

波
に
は
驚
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
々
は
、
活
発
で
元
気
な
人
が

多
い
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
温
か

く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き
、
安
心
し
ま
し

た
。

配
置
地
区
（
高
千
・
外
海
府
地
区
）
で
の

活
動

　

は
じ
め
は
、
各
集
落
の
総
代
さ
ん
へ
の

あ
い
さ
つ
回
り
や
、
地
域
活
動
に
積
極
的

な
方
々
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
話
を
伺
い
ま
し

た
。
現
在
は
、
お
祭
や
行
事
へ
の
参
加
や

お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、
地
域
の
情
報
発

信
も
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
に
は
、
浅
草
の
宮
本
卯
之
助
商
店

㈱
さ
ん
を
お
招
き
し
、「
伝
統
芸
能
道
具

管
理
保
存
相
談
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
獅

子
頭
や
太
鼓
の
保
管
・
修
理
に
つ
い
て
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

７
月
頃
か
ら
、
南
片
辺
集
落
の
方
々
か

ら
分
け
て
も
ら
っ
た
野
菜
を
相
川
の
ホ
テ

ル
や
保
育
園
へ
納
入
す
る
地
産
地
消
活
動

も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

９
月
末
に
は
、
地
域
の
独
身
男
性
と
島

内
外
の
女
性
を
集
め
、「
婚
活
ｉ
ｎ
限
界

集
落
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
の
抱
負

　

肩
肘
張
ら
ず
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず

つ
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
島
外
か
ら
の
目
線
を
忘
れ
ず
、
地

域
の
人
の
声
を
で
き
る
だ
け
多
く
聞
き

と
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
上

で
、
高
千
・
外
海
府
地
区
を
は
じ
め
、
佐

渡
が
も
っ
と
元
気
に
な
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
そ

の
取
り
組
み
を
島
内
外
へ
情
報
発
信
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
市
役
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

　

☎
63
―
４
１
５
２

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て
109

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

中
なか

村
むら

　暢
よう

子
こ

さん

11月２日に開催された第２回トキガイド
養成講座「佐渡の野鳥観察入門」の様子
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「
八は
っ

景け
い

」
と
は
、
あ
る
地
域
の
優
れ
た

八
つ
の
景
色
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

中
国
湖こ

南な
ん

省
し
ょ
う

洞ど
う

庭て
い

湖こ

の
南
に
あ
る
瀟
し
ょ
う

水す
い

と
湘
し
ょ
う

水す
い

の
二
水
付
近
の
「
瀟
し
ょ
う

湘
し
ょ
う

八
景
」

に
な
ら
っ
た
も
の
で
、「
近
江
八
景
」「
金

沢
八
景
」
な
ど
日
本
各
地
に
あ
り
、
こ
れ

ら
は
瀟
湘
八
景
に
な
ら
っ
て
、「
秋
し
ゅ
う

月げ
つ

」

「
暮ぼ

雪せ
つ

」「
晩ば
ん

鐘し
ょ
う」「
夕せ
き

照し
ょ
う」「
夜や

雨う

」「
落ら
く

鴈が
ん

」「
帰き

帆は
ん

」「
晴せ
い

嵐ら
ん

」
の
文
言
と
組
み
合

わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
相
川
八
景
」は
、宝
永
年
中（
１
７
０
４

―
１
１
年
）、
佐
渡
奉
行
所
の
地
役
人	

辻つ
じ	

守も
り

遊ゆ
き（
１
６
３
９
―
１
７
２
４
年
）に
よ
っ

て
「
道ど
う

遊ゆ
う

秋
月
」「
才
さ
い
の
か
み神
暮
雪
」「
弾た
ん

誓せ
い

寺じ

晩
鐘
」「
下お
り

戸と

夕
照
」「
鹿か

伏ぶ
せ

夜
雨
」「
春か
す

日が

崎ざ
き

落
鴈
」「
横よ
こ

嶋し
ま

帰
帆
」「
富と
み

崎ざ
き

晴
嵐
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

守
遊
は
南
沢
疎
水
道
の
開
削
に
貢
献
し

た
人
物
で
す
が
、
和
歌
・
連
歌
を
好
み
、

配
流
さ
れ
た
小お

倉ぐ
ら

大だ
い

納な

言ご
ん

と
親
交
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
寛
保
元
（
１
７
４
１
）
年
ご

ろ
、佐
渡
奉
行	

田
付	

又
四
郎
（
１
７
３
９

―
４
２
年
在
任
）
が
「
八
景
」
を
和
歌
に

詠
み
、
絵
師	

山や
ま

尾お

衛え

守も
り

（
１
７
０
７
―

５
７
年
）
に
こ
の
景
色
を
描
か
せ
、
弥
十

郎
町
に
あ
っ
た
大
願
寺
の
天
満
宮
に
奉
納

し
ま
し
た
。

　

現
存
す
る
「
相
川
八
景
」
は
、
衛
守
の

末
裔
の
定さ
だ

政ま
さ

（
１
８
６
０
年
没
）
が
文
政

10
（
１
８
２
７
）
年
に
描
い
た
も
の
で
、

そ
の
こ
ろ
の
相
川
の
様
子
が
う
か
が
え
る

絵
画
資
料
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

◆	
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課	

（
金
井
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
内
）	

☎
63
―
５
１
３
６

絵
図
か
ら
見
え
る
こ
と
⑹  

―
相
川
八
景
―

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
回
線
業
者
や
プ
ロ

バ
イ
ダ
の
「
代
理
店
」
か
ら
電
話
で
回
線

変
更
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
変
更
を
勧
め
ら
れ
、

契
約
し
た
が
解
約
し
た
い
と
い
う
相
談
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

勧
誘
の
際
、
業
者
は
か
な
り
条
件
の
良

い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
回
線
工
事
料
金
を
無

料
に
す
る
、
一
定
期
間
プ
ロ
バ
イ
ダ
と
回

線
の
利
用
料
金
を
無
料
や
割
引
に
す
る
、

新
品
の
パ
ソ
コ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

等
）
を
提
示
し
て
き
ま
す
。

　

回
線
や
プ
ロ
バ
イ
ダ
を
変
更
す
る
こ
と

で
毎
月
の
利
用
料
が
安
く
な
っ
た
り
、
接

続
状
況
が
改
善
さ
れ
た
り
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
契
約
は
法
的

な
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
の
対
象
外
と
さ

れ
て
お
り
、
安
易

な
契
約
変
更
に
は

注
意
が
必
要
で
す
。

具
体
例

・	

業
者
に
勧
め
ら
れ
プ
ロ
バ
イ
ダ
を
変
更

し
、
割
安
な
契
約
に
な
っ
た
と
喜
ん
で

い
た
ら
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
適
用
が
終

わ
っ
た
途
端
に
回
線
利
用
料
金
が
前
の

業
者
の
倍
以
上
に
跳
ね
上
が
っ
た
。
以

前
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
に
戻
し
た
い
と
伝
え

た
と
こ
ろ
、「
契
約
か
ら
○
か
月
し
か
経

過
し
て
い
な
い
の
で
、
違
約
金
を
支
払

う
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
。

・	

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
ら
れ
、
よ
く
わ
か

ら
な
い
ま
ま
回
線
を
変
更
し
た
と
こ　

ろ
、
も
と
も
と
契
約
し
て
い
た
プ
ロ
バ

イ
ダ
や
回
線
業
者
か
ら
「
契
約
違
反
だ
」

と
違
約
金
を
請
求
さ
れ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

・	

し
つ
こ
い
勧
誘
を
断
る
と
き
は
、
あ
い

ま
い
な
返
事
を
せ
ず
、
業
者
名
、
連
絡
先
、

担
当
者
名
を
聞
い
た
上
で
、「
契
約
す
る

つ
も
り
は
な
い
の
で
、
電
話
し
な
い
で

ほ
し
い
」と
は
っ
き
り
と
伝
え
ま
し
ょ
う
。

・	

あ
わ
て
て
契
約
を
せ
ず
、
契
約
変
更
後

の
毎
月
の
利
用
料
金
、
そ
し
て
、
解
約

し
た
場
合
の
違
約
金
に
つ
い
て
、
業
者

に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

心
配
な
と
き
は
、
早
め
に
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
平
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

☎
57
―
８
１
４
３

生活情報
　　さど

「
あ
や
し
い
」と
思
っ
た
ら
、契
約
前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

違
約
金
に
注
意
！
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の 

　
　
　
　
　
回
線
変
更
、プ
ロ
バ
イ
ダ
変
更

山
尾
定
政
筆
　「
相
川
八
景
　
道
遊
秋
月
」

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
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佐
渡
市
立
真
野
小
学
校

　
「
黄
こ
が
ねの
島
」の
ル
ー
ツ
で
あ
る
真
野

　

古
代
か
ら
交
通
の
要
所（
駅
）で
、国
府

と
国
分
寺
が
あ
っ
た
真
野

　

遠お
ん

流る

の
島
と
し
て
順
徳
上
皇
を
は
じ

め
、名
の
あ
る
都
人
の
配は
い

流る

の
地
で
あ
っ

た
真
野

　

そ
し
て
、司
馬
凌
海
や
有
田
八
郎
、

佐
々
木
象
堂
な
ど
、多
く
の
日
本
的
逸

材
を
輩
出
し
た
真
野

　

真
野
地
区
は
、佐
渡
の
主
要
な
史
跡

が
集
中
し
て
お
り
、地
域
全
体
が
歴
史
博

物
館
と
い
え
る
地
区
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
地
区
の
財
産

を
生
か
し
、佐
渡
市
学
校
教
育
の
基
本

構
想
の
一
つ
で
あ
る「
郷
土
を
愛
し
、夢
と

誇
り
を
も
つ
教
育
の
充
実
」の
た
め
、真

野
小
学
校
で
は
、真
野
地
区
を
中
心
に
、

佐
渡
特
有
の
歴
史
、文
化
を
学
ぶ
教
育

「
佐
渡
学
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

真
野
小
学
校
で
は
、「
佐
渡
学
」を「
真

野
っ
子
学
習
」と
呼
び
、「
真
野
が
よ
く
分

か
り
、真
野
を
こ
よ
な
く
愛
し
、真
野
に

誇
り
を
も
て
る
子
ど
も
」を
育
成
す
る
こ

と
を
基
本
方
針
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の「
真
野
っ
子
学
習
」の
い
く
つ
か
を

紹
介
し
ま
す
。

　

５
年
生
で
は
、「
豊
田
音
頭
を
守
ろ

う
」と
い
う
共

通
課
題
を
設

定
し
て
い
ま

す
。地
元
の
豊

田
音
頭
の
歴

史
・
由
来
・
意

味
や
現
状
を

調
べ
て
い
ま

す
。プ
ロ
か
ら

歌
や
踊
り
を
学
ん

で
い
ま
す
。そ
し

て
、学
ん
だ
こ
と

を
文
化
祭
な
ど

で
発
表
を
し
て
い

ま
す
。

　

６
年
生
は
、

「
金
・
銀
山
を
中

心
と
し
た
佐
渡
の

史
跡
・
文
化
を
伝
え
よ
う
」と
い
う
共
通

課
題
で
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。専
門
家

の
指
導
に
よ
り
、西
三
川
で
の
砂
金
採
り

や
、佐
渡
金
山
や
佐
渡
奉
行
所
で
の
見
学

や
採
掘
の
体
験
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。分
か
り
や
す
く
ま
と
め
、文
化
祭
な

ど
で
発
表
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、３
年
生
で
は「
倉
谷
の
大
わ

ら
じ
」「
文
弥
人
形
」、４
年
生
で
は
、佐

渡
百
選
の「
人
面
岩
」「
妙
宣
寺
」「
十
郎

滝
」な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
学
習
を
通
し
、こ
れ
か
ら
も
、

郷
土
を
愛
す
る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て

い
き
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
（
両
津
支
所
内
）☎
23
―
４
８
９
８

尖
閣
湾
〜
佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
の
先
駆
け
〜

　

尖せ
ん

閣か
く

湾わ
ん

は
、
外
海
府
の
西
寄
り
に
広
が
る

断
崖
で
、
今
や
佐
渡
の
一
大
観
光
地
に
な
っ

て
い
ま
す
。
佐
渡
は
、
明
治
時
代
か
ら
新
潟

と
の
定
期
航
路
が
開
発
さ
れ
、
日に
ち

蓮れ
ん

や
順
じ
ゅ
ん

徳と
く

上じ
ょ
う

皇こ
う

の
旧
跡
を
め
ぐ
る
旅
を
中
心
に
、
観

光
地
と
し
て
の
歩
み
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
尖
閣
湾
が
観
光
客
の
押
し
寄
せ
る
ス

ポ
ッ
ト
と
な
っ
た
の
は
昭
和
初
期
か
ら
で
す
。

　

大
正
８
年
に
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
を

保
護
す
る
法
律
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
全

国
各
地
で
調
査
が
展
開
さ
れ
、
佐
渡
で
は
、

昭
和
７
年
か
ら
外
海
府
海
岸
と
小
木
海
岸
の

地
質
学
的
な
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
時
代
ま
で
の
佐
渡
地
図
に
は
、「
尖

閣
湾
」
の
名
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
昭
和
８
年

に
佐
渡
を
訪
れ
た
地
質
学
者
の
脇わ
き

水み
ず

鉄て
つ

五ご

郎ろ
う

博
士
が
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
「
ハ
ル
ダ
ン
ゲ
ル

峡き
ょ
う

湾わ
ん

」に
な
ぞ
ら
え
て
命
名
し
た
地
名
で
す
。

　

昭
和
９
年
に
は
、
外
海
府
と
小
木
の
海
岸

が
国
の
名
勝
や
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、

一
躍
注
目
を
浴
び
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

外
海
府
は
、
雄
大
な
海
岸
美
が
観
光
資
源
と

な
り
、
多
く
の
人
々
が
尖
閣
湾
を
訪
れ
ま
し

た
。
現
在
も
お
な
じ
み
の
遊
覧
船
に
よ
る
周

遊
は
、
す
で
に
こ
の
時
期
か
ら
始
ま
り
、
地

元
で
３
つ
の
観
光
会
社
が
生
ま
れ
る
ほ
ど
の

に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

　

当
時
は
、
姫
津
や
達
者
に
加
え
、
相
川
一

町
目
か
ら
も
遊
覧
船
が
就
航
し
、
尖
閣
湾
で

磯
漁
を
す
る
漁
船
の
間
近
を
通
る
の
ど
か
な

風
景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

80
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
の
歴
史
は
、
外

海
府
の
海
岸
を
保
護
し
な
が
ら
、
多
く
の

人
々
か
ら
景
観
美
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

そ
れ
に
よ
り
地
域
も
元
気
に
な
る
と
い
う
、

ま
さ
に
現
在
の
ジ
オ
パ
ー
ク
が
目
指
す
姿
で

す
。

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ジ
オ
パ
ー
ク

　

推
進
室
（
両
津
郷
土
博
物
館
内
）

　

☎
23
―
２
１
０
１

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
㉜

豊田音頭の踊りクイズで「砂金」について発表

吊り橋・磯漁・遊覧の小舟（提供：尖閣湾揚島遊園）
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○真野図書館
・	火曜日から金曜日までの開館時間を
午後６時まで延伸します。
・	土曜日と日曜日の開館時間は、これ
までどおり午前９時から午後５時ま
でです。
・	月曜日、年末年始（12 月 29 日～
１月３日）、国民の祝日は休館日と
なります。

○相川図書室・赤泊図書室
・	土曜日と日曜日も午前９時から午後
５時まで開館します。（日直職員に
よる貸し出し）
・	年末年始（12 月 29 日～１月３日）、
国民の祝日は休館日となります。

利用者の皆さまへお願い
　借りている図書で、すでに返却期
限を過ぎている図書がありましたら、
最寄りの図書館・図書室へお返しくだ
さい。よろしくお願いします。

≪暮れのお掃除に役立つ本はいかがですか ! ≫
近藤典子の片づけが生んだ奇跡 近藤典子著 小学館
お坊さんが教えるこころが
整う掃除の本 松本圭介著 ディスカヴァー・トゥ

エンティワン
増やす男と、捨てない女の片づけ術 中山真由美著 小学館
あなたが、片づけられない理由 マガジンハウス
片づけ＆収納 マガジンハウス
松居一代の超（スーパー）整理収納術 松居一代著 主婦と生活社
パーフェクト収納のコツ 飯田久恵著 日本放送出版協会
ラクラク収納・片付けのルール 本多弘美監修 学研グリッシング

資料紹介   あるかんか佐渡　しま歩きガイドック01
佐渡市貝塚四十八沢ゆるやかなアップダウンコース編（四・四キロ）
縄文から近代まで先人たちの足跡をたどり、能楽の史跡とトキに出会う旅

（福島サポートネット佐渡／発行）
　放射能の影響が心配される福島の子どもた
ちの保養のための「場」として開設された保
養センター「へっついの家」、その周辺の貝塚
四十八沢の歴史などを紹介しています。ＮＰ
Ｏつなぐの協力により作成した見ながら歩け
るマップです。頒布価格200円（税込）
お求めは、福島サポートネット佐渡（☎５７－２３５９）

真
野
地
区
文
化
祭
（
真
野
地
区
）

　

10
月
26
日
㈯
、
27
日
㈰
の
両
日
、
真
野

体
育
館
を
会
場
に
真
野
地
区
文
化
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。
保
育
園
児
、
地
域
の
方
々
、

公
民
館
自
主
講
座
、
自
主
グ
ル
ー
プ
等
に

よ
る
陶
芸
、
ち
ぎ
り
絵
、
編
み
物
、
生
花

な
ど
５
０
０
点
を
超
え
る
力
作
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
真
野
地
区
消
費
者
協
会
に
よ
る

廃
油
石
け
ん
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設

け
て
、
た
く
さ
ん
の
方
に
立
ち
寄
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
真
野

小
・
中
学
校
の
文

化
祭
も
開
催
さ
れ
、

真
野
地
区
の
芸
術

の
秋
を
堪
能
す
る

良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

「
第
７
回
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 

　

で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
・
ま
な
び
愛 

～
そ
し
て　

未
来
へ
～

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
を
も
ち
、

活
力
に
満
ち
た
生
活
を
営
む
た
め
の
き
っ

か
け
づ
く
り
と
な
る
よ
う
に
「
第
７
回
生

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

各
地
区
公
民
館
の
自
主
講
座
登
録
団
体

が
日
ご
ろ
の
学
習
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

　

ご
来
場
い
た
だ
き
、
一
緒
に
楽
し
み
ま

せ
ん
か
！

日
時　

	

12
月
15
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～
午

後
４
時
（
予
定
）

　
　
　
（
開
場
：
午
前
10
時
）

会
場　
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

　
　
　

大
ホ
ー
ル

内 

容　
公
民
館
自
主
講
座
登
録
団
体
に
よ

る
芸
能
発
表

【
特
設
コ
ー
ナ
ー
】
※
同
時
開
催

・
図
書
館
コ
ー
ナ
ー
（
読
み
聞
か
せ
）
等

・	

ハ
ロ
ー
ぶ
っ
く
号
（
移
動
図
書
館
車
）

も
や
っ
て
く
る
ぞ
！

・
積
み
木
コ
ー
ナ
ー

・
授
産
品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー

　
（
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
・
パ
ン
・
お
菓
子
等
）

入
場
料　
無
料

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

☎２７─４１８５
（両津支所内）

開館日、開館時間の試験実施（１月末まで）
真野図書館、相川図書室、赤泊図書室

中央図書館　☎ 63-2800

図書館だより
BOOK
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第46回ふくろ祭りに東京相川会が出演
　10月12日㈯、豊島区が主催する「ふくろ祭り」に、東京
相川会が出演いたしました。
　当日は、観測以来最も遅い真夏日を記録し、集合場所の
豊島勤労福祉会館では、出演者の熱気で蒸し風呂状態の
中、合同練習をおさらいし、その後、池袋西口公園のメイン
会場へと進みました。
　おどけたしぐさの「江戸芸
かっぽれ」が終わると、対照的
な「相川音頭」の音が響き、騒
がしかった会場は一変し、哀
愁帯びた三味線の音に合わ
せながらステージの右手から中央に向かって静かに歩を
進める踊り手の様子は圧巻でした。寸分違わぬ足の運び、
手を打って右に左に、前に後にと舞う様に、観衆は思わず
身を乗り出して見入っておりました。続く「佐渡おけさ」で
は、舞台の左と右から列をなし、中央に向かって歩を進め、
静かな中に華やかさを交え、手を左右に差し出しながら造
る輪踊りに、観衆もすっかり飲み込まれた様子でした。選
鉱場おけさにリズムが変わるとテンポよろしく輪が解かれ
て、大きな拍手に送られながら舞台の袖へと退場しました。
　最後は、駅前パレードに移動し、郷土の方から応援をい
ただく中、ライトアップの明かりが「佐渡おけさ」80余名の
踊り手を、光と影で映し、笛を合図に一斉に右に左に向き
を変えて踊る様は見事で、観衆から大きな拍手をいただき
ました。
　故郷、佐渡の宣伝と練習の成果を発揮できた喜びで、最
後のご苦労さん会も大いに盛り上がり、お互いの健闘をた
たえ合った「ふくろ祭り」となりました。

（文責：東京相川会	事務局）

首都圏情報コーナー寄付のお礼
　当市にご寄付をいただき、お礼申し上げ
ます。
○ 物品　校名旗	
金井中学校の教育環境整備のため	
佐渡市立金井中学校同窓会	
　会長　本間　隆夫　様
○	住所氏名のみ掲載	
故　中川　ノブ　様（宮川）

司法書士による無料法律相談
★面談方式です。事前にご予約ください。
日時　12月16日㈪～20日㈮
　　　午後１時～５時
場所　市内の各司法書士事務所
・	土地や建物の売買、贈与、相続、担保権の
設定等の手続き
・会社・法人の設立、変更等の登記問題
・	金銭の貸し借り、借地・借家等のトラブルの
申し立て
・	多重債務者の調停、訴訟、自己破産等によ
る救済の申し立て
・	訪問販売の解約、保証人、隣地間のもめ事
等の手続き
・	家庭内の人間関係と結婚、離婚、内縁等の
問題の手続き
・遺言の方法と相続手続き
・	高齢者の今後の財産管理等（生前贈与・遺
言・負担付遺贈・死因贈与・信託・財産管理
委任契約等の手続き）
　その他、お気軽にご相談ください。
お問い合わせ
司法書士会佐渡支部☎５５－３１１７
（平日・午前９時～午後５時）

相模女子大学　第45回相生祭・第６回地域物産展に参加しました
　11月３日㈰・４日㈪に、相模女子大学で行われた学園祭「相生祭」の地域
物産展に、「たかち芸能祭実行委員会」が参加し、佐渡産品を買い求める多
くの方々でにぎわいました。
　毎年８月に行われている「夏の彩典　たかち芸能祭」に、５年前から相模
女子大学の学生を受け入れ、伝統芸能の体験を通じて交流を深めてきた縁で
出店をしています。高千地域のお米をはじめ、おけさ柿や海産物などの地場
産品が並んだ店には、大勢の方が訪れていました。なかには、毎年佐渡の産
品を買い求めるリピーターもいます。
　芸能では、今年は北川内集落が参加し、夏に佐渡を訪れた相模女子大学の
学生も加わっての豆まきと太鼓が披露され、会場を大いに盛り上げました。
そのほか、大学と連携している地域のご当地キャラの写真撮影会も行われ、
サドッキーも登場し、子どもたちの人気をつかんでいました。

ステージでの「相川音頭」
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＊ 戸 籍 の 窓 ＊ 10.15〜 11.14届出

う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 片野尾 宇　治　　　栄 65 10.19
　〃 潟端 甲　斐　　　勇 77 10.20
　〃 両津夷 高　橋　　　豊 85 10.26
　〃 加茂歌代 立　脇　五　郎 87 10.28
　〃 羽吉 松　田　ヨシエ 89 10.28
　〃 東鵜島 富　田　新左衞門 89 10.29
　〃 梅津 廣　川　英　世 79 11.  2
　〃 両津夷 坂　脇　タ　ミ 92 11.  2
　〃 加茂歌代 磯　野　和　枝 86 11.  4
　〃 梅津 武　田　四　郎 80 11.  6
　〃 梅津 祝　　　慶　一 82 11.  7
　〃 両津夷 加　門　トシ子 84 11.  8
　〃 両津湊 駒　澤　照　子 79 11.  8
　〃 両津湊 仙　宅　千　壽 85 11.  9
　〃 潟端 甲　斐　　　勉 90 11.10
　〃 原黒 藤　井　久　男 80 11.10
　〃 鷲崎 市　橋　重　行 61 11.10
　〃 梅津 髙　橋　ハ　ル 95 11.13
　〃 羽二生 甲　斐　一　三 82 11.14
相　川 高千 小　嶽　ヤ　ス 101 10.19
　〃 相川大浦 中　川　政　治 86 10.20
　〃 相川大間町 榎　　　タ　カ 93 10.21
　〃 相川大浦 出　﨑　倫　子 65 10.23
　〃 北川内 永　野　富士雄 65 10.24
　〃 北川内 石　畑　　　学 80 10.24
　〃 稲鯨 岩　﨑　　　晉 82 10.26
　〃 相川大間町 古　島　ヒサ子 89 10.27
　〃 北川内 本　間　みどり 85 10.28
　〃 相川下戸村 山　本　　　孝 91 10.29
　〃 相川大間町 佐　藤　テ　ル 90 10.31
　〃 相川下戸村 　　岡　テル子 89 10.31
　〃 石名 土　屋　惠　子 61 11.  1
　〃 相川左門町 佐　藤　　　貢 77 11.  8
　〃 高千 濱　田　ゼ　ン 91 11.  8
　〃 相川江戸沢町 中　山　義　則 65 11.12
佐和田 八幡 本　間　　　裕 70 10.15
　〃 八幡新町 村　岡　昭　夫 74 10.17
　〃 河原田諏訪町 石　橋　由　雄 87 10.21
　〃 窪田 松　本　ヒ　デ 93 10.23
　〃 沢根炭屋町 大　坂　勝　司 88 11.10

佐和田 窪田 風　間　シゲ子 81 11.12
　〃 中原 上　野　イ　キ 103 11.12
　〃 中原 吉　田　ハツ子 76 11.12
金　井 貝塚 野　方　ミ　サ 89 10.24
　〃 千種 本　間　廣　吉 78 10.29
　〃 金井新保 菊　地　ツ　ネ 82 11.  5
　〃 金井新保 兒　玉　　　宮 89 11.  9
　〃 中興 飯　田　與　作 89 11.10
新　穂 新穂大野 臼　杵　ハツエ 78 11.  4
　〃 新穂瓜生屋 本　間　ヤ　エ 88 11.  5
　〃 新穂青木 土　屋　ア　キ 81 11.  7
　〃 新穂長畝 西　野　義　政 69 11.11
畑　野 三宮 中　川　セ　ツ 84 10.18
　〃 宮川 笠　井　義　光 74 10.29
　〃 畑野 本　間　五三郎 85 10.30
　〃 畑野 星　野　エ　イ 99 11.  3
真　野 真野新町 佐々木　佐　男 88 10.19
　〃 真野新町 金　子　ヨシ子 75 10.29
　〃 豊田 池　田　ト　シ 78 11.  1
　〃 田切須 佐々木　シ　モ 101 11.10
　〃 四日町 上　條　達　史 52 11.10
小　木 小木町 金　子　義　雄 81 10.30
　〃 小木町 池　　　　　登 82 11.  8
　〃 小木町 桃　井　富美枝 54 11.14
羽　茂 羽茂三瀬 佐　藤　フミオ 89 10.18
　〃 羽茂小泊 岡　﨑　　　勝 78 10.19
　〃 羽茂村山 田　中　和　子 87 10.22
　〃 羽茂大橋 藤　井　シズヘ 91 10.23
　〃 羽茂小泊 本　間　敏　行 88 10.25
　〃 羽茂村山 髙　野　正　三 99 10.25
　〃 羽茂本郷 和　木　ヤ　ヱ 91 10.28
　〃 羽茂本郷 金　子　　　力 77 11.  4
　〃 羽茂大橋 本　間　欣　示 81 11.  7
　〃 羽茂上山田 髙　野　ミ　サ 89 11.  7
　〃 羽茂本郷 臼　杵　忠　治 85 11.10
　〃 羽茂本郷 藤　井　基　久 94 11.12
赤　泊 徳和 山　田　ツ　ユ 89 10.23
　〃 下川茂 鶴　間　イ　ワ 95 10.24
　〃 真浦 永　井　茂　雄 80 11.  4
　〃 三川 本　間　健　治 82 11.11

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

（ゆうと）
（みなみ）
（ゆい）
（いつき）
（みきと）
（ちはる）
（みつこ）
（るい）
（りんたろう）
（ゆき）
（ゆな）

（くうが）
（じゅんな）
（あやか）
（ゆうき）
（こうすけ）
（ゆきな）
（さき）
（せな）
（りょうすけ）
（くるみ）
（あいり）
（めい）

両　津 水津 金　子　勇　都 聡 10.  4
　〃 上横山 織　田　美　波　 雅史 10.23
　〃 加茂歌代 榎　　　結　衣 和樹 10.31
相　川 相川大浦 渡　部　　　樹 央 10.10
　〃 相川羽田町 伊　藤　美紀人 栄傑 10.28
佐和田 中原 堀　川　千　陽 拓未 10.  3
　〃 中原 近　江　美　虹 一弘 10.17
　〃 市野沢 吉　良　瑠　彩 響 10.20
　〃 中原 池　田　凛太郎 真吾 10.31
　〃 長木 桃　井　優　希 貴宏 11.  3
　〃 石田 本　間　結　奈 直秀 11.  5

佐和田 八幡 中　村　徠　雅 勝幸 11.  5
金　井 泉 倉　田　純　名 俊徳 10.  9
　〃 千種 富　田　彩　楓 任 10.15
　〃 千種 堂　後　優　輝 和人 10.16
　〃 中興 本　間　幸　輔 勇人 10.23
畑　野 畑野 綾　川　優希菜 貴士 10.18
　〃 畑野 綾　川　紗　希 貴士 10.18
　〃 畑野 中　川　星　桜 博政 10.24
真　野 真野新町 上　坂　崚　介 憲一郎 10.16
　〃 吉岡 渡　邊　くるみ 正樹 10.28
　〃 真野新町 長　石　愛　理 勝広 10.29
羽　茂 羽茂本郷 本　間　め　い 和也 11.12
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タラ

●作り方
①		鱈は3等分のそぎ切りにする。
キャベツは5㎜幅に切り、しょ
うがはせん切りにする。
②		キャベツ、もやし、わかめを混
ぜて耐熱容器に敷き鱈を並べ
てしょうがを散らし、Ⓐをふる。
ラップをふんわりとかけ、レン
ジで2分から3分加熱する。
③		Ⓑを混ぜ合わせる。器に②を
盛り付け、万能ねぎを散らして
Ⓑをかける。追加で練りからし
を使ってもよい。

●材料（1人分）
鱈：1切れ(70g)、
キャベツ：40g、もや
し：20g、わかめ（戻
し）：10g、しょうが：
5g、万能ねぎ：1g
Ⓐ	酒：小さじ1、塩：
少々
Ⓑ	ポン酢しょうゆ：小
さじ1、粒マスター
ド：小さじ1/4

朝食メニュー
●ごはん（佐渡産）●鱈（佐渡産）のレンジ蒸し●ほう
れん草（佐渡産）とにんじんのごま風味●みそ汁●り
んご（佐渡産）

　学校給食では、食育の推進
と地場産物の使用拡大を目指し
『地産地消』に取り組んでいます。
　市内小・中学校では、11月に「第２回佐渡市学校給食統一献立」
が実施されました。今回の統一献立では、佐渡の特産品の「佐渡バ
ター」と「柿ドレッシング」を使用して、新しい佐渡の味を広げました。
　この日の給食の佐渡産食材は、朱鷺認証米、牛乳、佐渡バター、
柿ドレッシング、キャベツ、にんじん、さつまいも、大根、ごぼう、長
ねぎ、りんごの11種類で、そのうち長ねぎは、梅津地区で収穫された
「元倉」という品種でした。
　両尾小学校では、同日、祖父母学級が開かれ、ランチルームには
全校児童と祖父母らが集って試食会が実施されました。栄養教諭は、
長ねぎやりんごなど当日の佐渡産食材を実際に見せ、生産者の思い
などを伝えました。祖父母からは、「地産地消の話を聞き、家庭でも
できるだけ佐渡でとれたものを使おうと思いました。」という声があ
り、家庭での実践に
つなげる意気込みを
伺うことができました。
　子どもたちは祖父
母と一緒に味わう給
食で、おなかも心も
いっぱいになった一
日でした。

給食の様子

ごはん、牛乳、鶏肉のごまバター焼き、
柿ドレッシングサラダ、キムチさつま
汁、りんご

　森川さんはお父さんの後を継いで漁師になって 29年だそう
です。タラは、12月中旬から漁が始まり、１月中旬から２月
中旬が最盛期となり、そのほとんどが両津の市場に並ぶそう
です。漁師の仕事は魚を網から外すことが大変で、家族の協
力が不可欠だそうです。また、タラの選別にこだわっていて、
生きがいい・悪いやオス・メスなどしっかりと分けるそうです。
　今後は、加工などで付加価値をつけていきたいとのことで
すが、漁師は魚をとることで手いっぱいで、個人ではなかな
か難しいとおっしゃっていました。
　タラのおすすめの食べ方はみそ汁だそうで、漁で冷えた体
が温まるとのこと。お子さんには、タラのチリソースが人気
があるそうです。

タラ漁師
森川　敏幸さん（鷲崎）

食育 元気
笑顔まるごと！
シリーズ

簡単！朝食レシピ 鱈の
レンジ蒸し

両尾小学校
�

とれたて！

旬の仕事人
〜地産地消で佐渡を元氣にしよう！〜

イチオシ
学校給食
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市の面積　855.34㎢（平成24年10月1日）　市の海岸線280.5km（平成23年3月31日）

佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、観光
イベント情報、くらしの情報、島外イベント情報
アドレス	psc1.sado@fofa.jpに空メールを送る
と、仮受付メールが返信されますので、案内にし
たがって本登録してください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず
「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ 市役所地域振興課（情報政策係） ☎63─5139

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）
さどチャン　佐渡市情報番組	 毎週月～金曜日　17：00放送
　　　　　（再放送）19：30、21：00、22：00、23：00、翌日6：30
週末特別番組　毎週土・日曜日　8：00、15：00、22：00放送
　島内で開催された講演会や発表会などの模様を放送します。
＊＊お知らせ＊＊　CNSテレビでは、デジタル放送をアナログ放送に変
え、アナログテレビでも視聴できるデジタル変換放送を行っています。
デジタル変換放送は平成27年3月末で終了しますので、デジタル対応
テレビ等のご準備はお早めにお願いします。
お問い合わせ先
　佐渡市情報センター室（真野行政サービスセンター内）☎51-2030

　11月９日、第29回南佐
渡防火駅伝大会が開催さ
れ、42チーム252人のラ
ンナーが、赤泊・小木・羽
茂地区の６区間25.7km
をたすきでつなぎ、防火
の願いと火の用心をＰＲしました。
　空気が乾燥しており、また、暖房器具を多く使
用する時期でもありますので、火の取り扱いに
は十分注意しましょう。

12月10日㈫
から16日㈪は「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です
～拉致被害者救出を願う署名活動にご協力をお願いします～
　拉致問題を風化させることなく、北朝鮮当局による人権侵
害問題への認識を深めましょう。佐渡市では、曽我ミヨシさ
んをはじめとする拉致被害者全員の早期救出を願う署名活動
を行いますので、皆さまのご協力をお願いします。
日時　12月 14日㈯　午前８時 30分～午後４時
場所　佐渡汽船両津港ターミナル２階待合室回廊
実施団体　佐渡市、曽我さん母娘を救う会
※佐渡汽船が欠航の場合には、中止となります。
お問い合わせ　市役所総務課拉致被害者対策係　☎63-3111

 平成25年度全国統一防火標語「消すまでは 心の警報 ＯＮのまま」 
平成
25年度佐渡市消防本部防火ポスター入賞者発表
　佐渡市消防本部では、子どもたちが火災予防についての考えを自由な
発想で表現することで、正しい火の取り扱いを自ら考え、防火意識を高めて
もらおうと防火ポスターを募集しました。
　市内の小学校から10作品の応募があり、審査の結果、次のとおり入賞者
が決定しました。
　なお、最優秀賞作品はポスター化して、市内の小学校や店舗等に配布し
掲示していただいています。

優秀賞　　金泉小学校　３年　本田　渚　さん
佳　作　　金泉小学校　１年　三浦　綾女さん

最優秀賞　金井小学校　４年　莪山　茉琴さん
優秀賞　　河崎小学校　６年　安藤　愛音さん
佳　作　　金井小学校　６年　石見　凜　さん
　　　　　河崎小学校　５年　夏井　三季さん

　　火災から大切な生命・財産を守るため、 
　　　　　住宅用火災警報器を設置しましょう。
お問い合わせ　佐渡市消防本部予防課予防係☎５１－０１２３

低学年
の部

高学年
の部

南佐渡防火駅伝大会が開催 され
ました
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